
近
代
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
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i
一
八
世
紀
の
衰
退
に
つ
い
て
ー

ードノ

分

圭

子

【
要
約
】
　
英
国
の
海
外
貿
易
は
一
六
六
〇
年
以
降
驚
異
的
な
発
展
期
に
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
蒋
期
か
ら
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
英
国
全
体
の
動
向
と
反

し
て
静
的
な
も
の
と
な
り
、
一
八
世
紀
以
降
は
衰
退
す
る
。
本
稿
で
は
こ
の
商
業
革
命
期
に
お
け
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
停
滞
と
衰
退
に
焦
点
を
当
て
て
、

多
方
面
か
ら
そ
の
原
因
を
考
え
た
。
そ
の
際
、
こ
の
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
貿
易
の
や
り
方
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
簡

単
に
説
明
し
、
ま
た
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
貿
易
統
計
を
整
理
し
て
貿
易
の
推
移
と
貿
易
品
目
の
内
容
を
明
確
に
す
る
作
業
を
行
っ
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易

の
あ
り
方
と
貿
易
品
目
の
推
移
が
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
商
業
革
命
期
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
イ
ス
タ
ソ
ブ
ル
・
ア
レ
ッ
ポ
・
イ
ズ
ミ
ル
三
都
市
で
の
英

国
産
毛
織
物
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
の
交
換
と
い
う
取
り
引
き
に
極
端
に
か
た
よ
っ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
一
つ
の
貿
易
形
態
に
極
端
に
依
存
し
て
い
た

英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
、
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
産
毛
織
物
の
急
激
な
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
参
入
と
、
英
国
内
で
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
の
需
要
の
低

下
の
影
響
を
決
定
的
に
受
け
て
衰
退
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
衰
退
を
招
き
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
取
り
引
き
の
偏
向
は
、
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン

ト
貿
易
が
一
握
り
の
商
人
集
団
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
お
り
、
貿
易
の
ス
タ
イ
ル
が
硬
直
化
し
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
三
巻
四
号
　
一
九
九
〇
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
六
世
紀
中
葉
、
そ
れ
ま
で
英
国
製
品
の
唯
一
の
輸
出
市
場
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
失
う
と
、
英
国
は
初
め
て
他
の
海
外
の
諸
地
域
と

の
直
接
貿
易
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
数
々
の
特
許
貿
易
会
祉
が
設
立
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
一
五
八
二
年
東
地
中
海
貿
易
を
本
格

的
に
推
進
す
る
た
め
設
立
さ
れ
た
の
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
で
あ
っ
た
。



近代英国のレヴァント貿易（川分）

　
当
初
、
こ
の
会
社
の
業
務
は
毛
織
物
の
外
出
と
棄
方
物
産
の
輸
入
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
東
イ
ン
ド
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
東
方
物
産
の
輸
入
は
こ
ち
ら
に
よ
っ
て
ケ
ー
プ
・
ル
ー
ト
か
ら
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
レ
ヴ
ァ

ン
ト
会
社
の
輸
入
品
目
は
レ
ヴ
㎡
・
ソ
ト
産
の
物
資
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け
の
毛
織
物
輸
出
は
、
広
幅
織
を
主

流
と
し
て
順
調
に
成
長
し
続
け
、
一
七
世
紀
に
は
英
国
の
貿
易
活
動
の
中
で
非
常
に
重
要
な
部
門
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト

会
社
は
英
国
で
も
っ
と
も
繁
栄
し
た
会
社
と
し
て
存
在
し
、
メ
ン
バ
ー
達
は
シ
テ
ィ
の
上
層
部
を
形
成
し
て
人
々
の
羨
望
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
世
紀
中
葉
に
な
る
と
こ
の
貿
易
は
見
る
か
げ
も
な
く
衰
退
し
て
い
き
、
一
九
世
紀
に
な
る
ま
で
回
復
を
見
せ
な
い
。
こ
れ
は
、

当
時
の
英
国
が
商
業
革
命
・
産
業
革
命
を
経
て
驚
異
的
な
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
く
の
と
は
余
り
に
対
照
的
な
姿
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
こ
の
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
一
八
世
紀
に
お
け
る
衰
退
の
原
因
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
英
国
経
済
史
上
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
こ
の
貿
易
に
関
す
る
言
及
は
非
常
に
乏
し

い
。
近
代
英
園
経
済
史
の
研
究
書
の
多
く
で
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
関
す
る
記
述
は
一
、
二
箇
所
で
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
設
立
の
経
緯
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
八
世
紀
中
葉
の
貿
易
の
自
由
化
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
。
英
国
で
の
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
た
め
、
日
本
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
つ
い
て
殆
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
英
国
の
海
外
貿
易
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
残
し
た
ラ
ル
フ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
菊
巴
℃
げ
∪
帥
く
δ
の
研
究
態
度
に
も
問
題
点
が
あ
る
。
彼
は
、
　
一

七
世
紀
中
葉
か
ら
一
八
世
紀
に
到
る
英
国
の
海
外
貿
易
の
発
展
に
「
英
国
商
業
革
命
」
と
い
う
名
を
送
っ
た
名
付
け
親
で
あ
る
が
、
彼
の
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

革
命
分
析
で
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
南
欧
貿
易
の
統
計
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
一
九
世
紀
に
な
る
と
こ
れ
は
中
近
東
貿
易
の
ほ
う
へ
含

　
　
　
　
　
④

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
分
析
は
こ
の
地
域
が
英
国
経
済
に
持
っ
て
い
た
意
味
を
知
ろ
う
と
す
る
上
で
は
役
に
立
た
な
い

し
、
ま
た
長
期
的
な
視
野
で
こ
の
貿
易
の
動
向
を
見
て
い
く
上
で
も
有
効
で
は
な
い
。
ま
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
一
八
世
紀
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社

に
焦
点
を
当
て
た
『
ア
レ
ッ
ポ
と
デ
ヴ
ォ
ソ
シ
ャ
ー
ス
ク
エ
ア
、
一
八
世
紀
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
英
国
人
貿
易
商
達
』
と
い
う
著
作
を
残

し
て
い
る
噸
こ
れ
竺
八
世
紀
の
摯
年
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
・
長
期
的
窺
風
災
妓
衰
退
も
短
期
的
な
要
因
で
説
明
さ
れ
て
い
る
・

75　（551）



こ
れ
は
優
れ
た
実
証
的
研
究
で
あ
り
当
時
の
商
人
達
の
日
常
を
生
き
生
き
と
描
き
だ
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
業
革
命
の
時
代
を
見
通

す
彼
の
長
期
的
な
見
方
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
と
し
て
は
、
他
に
A
・
C
・
ウ
ッ
ド
鋭
ρ
毛
o
o
α
の
『
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
歴
史
』
が
あ
る
が
、

彼
の
研
究
は
通
史
を
構
築
す
る
こ
と
に
主
題
が
置
か
れ
て
お
り
、
英
国
経
済
史
上
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
位
置
を
考
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
研
究
の
不
足
は
、
こ
の
貿
易
が
英
国
経
済
史
の
中
心
課
題
で
あ
る
商
業
革
命
・
産
業
革
命
期
に
衰
退
し
て
い

る
の
で
、
研
究
者
が
こ
れ
ら
の
大
き
な
テ
ー
マ
を
考
え
る
上
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
分
析
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
を
経
済
的
に
魅
力
の
な
い
地
域
と
し
て
切
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。

　
革
命
前
夜
ま
で
英
国
以
上
の
勢
い
で
貿
易
が
成
長
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
は
西
イ
ン
ド
・
ス
ペ
イ
ン
に
次
ぐ
第
三

の
貿
易
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
が
市
場
・
原
材
料
供
給
地
と
し
て
超
一
流
で
な
い
に
し
て
も
一
級
の
魅
力
を
も
っ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ
、
英
国
の
場
合
に
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
衰
退
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
解
答
は
、
英
国
の
貿
易
構

造
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
有
り
様
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
、
長
期
に
渡
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
貿
易
額
・
貿
易
内
容
の
変
遷
を
知
る
こ
と
で
解
答
を
求
め
た
い

と
思
う
。
そ
の
場
合
、
で
き
る
限
り
長
期
の
貿
易
統
計
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
英
詩
の
場
合
も
と
と
な
る
貿
易
総
監
統
計
は
刊
行
さ
れ

て
い
ず
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
の
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
整
理
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ー
デ
ィ
・
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

田
貯
ぴ
Φ
魯
O
σ
o
o
身
ω
。
冨
8
℃
Φ
枠
段
の
統
計
と
、
他
の
研
究
文
献
の
引
用
か
ら
統
計
を
作
成
す
る
。

①
例
え
ば
℃
ξ
三
・
。
U
¢
撃
ρ
§
価
凄
嚢
噛
ミ
N
ミ
u
、
帖
ミ
ミ
§
N
ミ
§
3

0
旨
旨
強
雨
α
q
ρ
δ
霧
．

②
　
会
社
の
設
立
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
に
記
述
が
限
ら
れ
て
い
る
。
川
北
稔
、

　
『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
』
岩
波
書
店
、
　
一
九
八
三
年
。
山
田
勝
、
『
近
代
イ
ギ

　
リ
ス
貿
易
経
営
史
』
創
成
社
、
一
九
八
一
年
。

③
》
U
帥
託
ω
＼
．
唇
嶺
房
〆
切
。
『
鉱
σ
q
詳
寄
口
。
δ
O
O
占
“
8
．
．
「
助
8
§
ミ
昏
幾
ミ
。
蔭

　
霜
ミ
鳶
斜
卜
。
9
ミ
縛
詳
圃
一
〇
累
■
．
．
曽
θ
σ
Q
瀞
げ
閃
。
器
お
宣
目
叫
p
号
一
ざ
O
l
一
謡
海
、
．
b

両
§
§
職
ら
ミ
無
。
曙
沁
馬
ミ
馬
葺
§
ミ
轟
き
一
q
ヤ
這
①
b
。
噸

④
野
U
㊤
＜
摺
目
9
N
ミ
蕊
ミ
ミ
沁
ミ
。
N
ミ
馬
ミ
畑
§
駄
b
国
葬
ミ
客
O
嘘
ミ
器
禽
↓
ミ
§
㌧

い
O
一
〇
霧
8
5
同
り
刈
り
■
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⑤
即
U
p
く
剛
ρ
ミ
§
慧
ミ
ミ
b
ミ
§
動
為
㌦
§
助
饗
ミ
§
導
慮
、
蟻
窓
殴
噛
爲
犠
ミ
、
恥
ミ

“
ぎ
ト
ミ
§
こ
遷
ミ
馬
ミ
讐
鳳
§
§
G
馬
ミ
ミ
黛
ゼ
。
昌
α
0
7
H
㊤
零
．
以
下
、
ミ
馬
導
p

　
と
省
略
。

⑥
〉
．
O
ン
＜
8
阜
謡
ミ
詮
。
這
ミ
き
偽
ト
き
籍
ミ
9
｝
愚
§
い
♪
い
§
α
o
コ
弘
8
9

⑦
即
し
ヴ
．
匂
。
。
匿
ヨ
℃
Φ
g
5
導
N
恥
、
帖
簿
O
竃
お
ミ
↓
ミ
§
9
ミ
執
箋
塁
ミ
ミ
占
。
。
O
。
。
℃

　
○
誘
h
O
a
、
一
Φ
⑦
P

第
旧
章
　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社

（一

j
　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
と
そ
の
商
人

近代英国のレヴァント貿易（Jll分）

　
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
、
一
五
八
一
年
か
ら
一
八
二
五
年
ま
で
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
独
占
下
に
あ
っ
た
。
外
国
船
や
外
国
人
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

貿
易
は
戦
時
以
外
は
禁
止
さ
れ
、
ま
た
英
国
人
で
も
こ
の
会
社
の
メ
ン
バ
ー
以
外
は
交
易
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
の
英

国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
原
則
的
に
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
貿
易
と
一
致
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
会
社
は
設
立
当
初
は
株
式
会
社
U
o
ぎ
仲
あ
8
爵
o
o
8
℃
ρ
蔓
で
あ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
制
規
会
社
お
α
q
巳
時
Φ
伽
o
o
B
℃
ρ
姥
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
5

制
規
会
社
と
は
外
国
貿
易
用
の
一
種
の
ギ
ル
ド
組
織
で
あ
り
、
品
物
の
代
わ
り
に
貿
易
区
域
を
独
占
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
王
の

特
許
状
が
付
与
し
た
独
占
地
域
は
、
「
ス
ル
タ
ン
の
領
土
と
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ザ
キ
ン
ト
ス
、
ク
レ
タ
、
ケ
フ
ァ
リ
ニ
ア
島
と
そ
の
他
の
ヴ

・
ネ
ッ
・
異
和
国
領
」
で
あ
る
晦
・
後
に
ヴ
・
ネ
ツ
・
ア
領
は
会
祇
の
独
占
か
ら
離
れ
・
交
易
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
に
限
ら
れ
た
・

　
会
社
の
組
織
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
会
社
は
入
会
規
定
を
設
け
、
こ
れ
を
満
た
す
商
人
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

現
地
に
代
理
商
を
送
っ
て
交
易
活
動
を
行
う
ほ
か
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
会
社
の
運
営
に
参
加
し
た
。
年
一
回
の
特
別
選
挙
委
員
会
ω
や
Φ
9
巴

σq

E
曾
巴
。
8
詳
。
隔
曳
Φ
。
江
。
昌
で
は
、
総
裁
σ
Q
o
〈
Φ
諺
。
補
、
副
総
裁
侮
Φ
℃
鼻
ギ
σ
q
o
〈
⑦
旨
O
H
、
会
計
係
ぼ
＄
ω
母
興
、
支
配
人
げ
拐
げ
9
巳
、
秘
書

器
。
お
霞
q
各
一
名
と
補
佐
霧
ω
葺
ゆ
暮
一
八
名
の
計
二
三
名
の
役
員
が
メ
ン
バ
ー
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
委
員
会
σ
q
窪
霞
巴
。
8
陣
は
不
定
期

に
開
か
れ
、
そ
こ
で
は
大
使
や
領
事
の
選
出
や
新
メ
ン
バ
ー
の
承
認
な
ど
の
人
事
、
内
規
の
制
定
、
政
府
と
の
交
渉
の
報
告
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
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け
通
信
文
や
政
府
へ
の
請
願
の
作
成
な
ど
を
行
っ
た
。
新
メ
ン
バ
ー
の
入
会
金
、
英
国
で
す
べ
て
の
輸
出
入
品
に
課
せ
ら
れ
る
賦
課
金
、
レ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ア
ン
ト
で
領
事
の
徴
収
す
る
領
事
証
明
手
数
料
が
会
社
の
財
源
で
あ
り
、
役
員
へ
の
給
与
や
大
使
、
領
事
館
の
維
持
費
に
使
用
さ
れ
た
。

　
大
使
や
領
事
の
選
出
と
維
持
が
会
社
に
任
さ
れ
て
い
た
事
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
政
府
代
表
と
し
て
以
上
に
会
社
の
代
表
と
し
て
行

動
し
た
。
異
国
で
活
動
す
る
商
人
の
利
害
と
身
柄
の
保
護
や
、
商
人
た
ち
の
代
表
と
し
て
現
地
の
行
政
の
長
と
交
渉
す
る
の
が
彼
ら
の
主
な
任

　
　
　
　
⑦

務
で
あ
っ
た
。
し
か
し
大
使
、
領
事
の
維
持
費
は
会
社
に
と
っ
て
は
負
担
で
あ
り
、
現
地
の
代
理
商
た
ち
が
貿
易
の
拡
大
の
た
め
に
新
た
な
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

事
館
の
開
設
を
再
三
求
め
て
も
、
会
社
側
は
な
か
な
か
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は
初
期
に
は
各
地
に
領
事
館

を
開
設
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
そ
の
後
閉
鎖
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
閉
鎖
と
再
開
を
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
常
時
維
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
は

　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

少
な
か
っ
た
。
ま
た
現
地
の
人
間
（
英
国
商
人
の
商
館
で
働
い
て
い
た
通
訳
な
ど
が
多
い
）
が
領
事
に
選
出
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
む
し
ろ
選
出
に
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

社
が
関
与
せ
ず
現
地
や
大
使
任
せ
で
、
給
与
も
会
社
か
ら
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
結
局
一
七
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、

会
社
が
選
出
し
英
国
入
を
派
遣
し
て
い
た
の
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
大
使
と
ア
レ
ヅ
ポ
と
イ
ズ
ミ
ル
、
カ
イ
ロ
の
の
ほ
か
二
、
三
の
都
市
の
領

事
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
世
紀
後
半
に
は
、
会
社
の
財
政
悪
化
の
た
め
こ
れ
ら
の
維
持
も
困
難
に
な
り
、
一
七
六
八
年
以
降
は
政
府
が
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

費
の
五
割
以
上
を
援
助
し
て
い
る
。

　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
各
地
に
代
理
商
を
派
遣
し
て
自
分
た
ち
の
商
会
の
商
館
を
建
て
た
。
英
国
の
領
事
が
い
る
と
こ
ろ

で
は
そ
の
保
護
の
下
に
、
そ
れ
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
領
事
の
保
護
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
領
事
証
明
手
数
料
を
払

　
　
　
⑬

っ
て
い
た
。

　
彼
ら
は
二
つ
の
方
法
で
貿
易
を
行
っ
て
い
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
シ
ッ
プ
肩
ぞ
象
Φ
ω
ぼ
℃
制
度
と
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
α
Q
魯
二
巴
。
。
げ
首

制
度
で
あ
る
。
前
者
は
各
メ
ン
バ
ー
が
個
人
で
船
を
チ
ャ
；
タ
…
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
後
脚
は
会
社
が
船
を
用
意
し
貿
易
を
希
望
す
る
メ

ン
バ
ー
に
船
積
み
の
容
積
を
割
り
妾
て
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
制
度
は
次
の
よ
う
に
遂
行
さ
れ
る
。
ま
ず
、
会
社
は
委
員
会
で
目
的
港
を
決
定
し
、
こ
れ
に
あ
っ
た
船
を
投
票
で
選
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出
し
、
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
。
次
に
出
航
の
日
と
船
荷
の
積
載
期
日
を
決
定
す
る
。
容
積
の
割
り
当
て
は
申
し
込
み
順
だ
が
、
申
し
込
み
が
積
載

量
を
上
回
る
場
合
で
も
別
に
船
を
用
意
し
て
す
べ
て
の
申
し
込
み
を
消
化
し
て
い
た
。
輸
入
は
輸
出
以
上
に
希
望
が
多
い
の
で
、
毛
織
物
輸
出

一
四
－
一
六
反
に
つ
き
一
ト
ソ
の
輸
入
を
許
可
す
る
と
い
う
規
制
を
設
け
た
。
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ヅ
プ
が
出
航
し
た
年
は
、
一
六
二
五
一
四
九
、

一
六
六
〇
1
八
三
、
一
六
八
七
一
一
七
＝
二
、
一
七
一
八
i
四
四
年
で
あ
る
。
一
七
世
紀
前
半
で
は
、
一
一
七
隻
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
一
五
隻
程
度
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
制
度
を
採
用
し
た
当
初
の
目
的
は
、
航
海
の
安
全
の
確
保
で
あ
っ
た
。
個
人
で
は
備
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
員
と
軍
備
を
積
載
し
た

巨
大
な
船
団
を
仕
立
て
る
こ
と
で
、
商
人
た
ち
は
危
険
な
地
申
海
を
越
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
制
度
の
も
う
一
つ
の
目
的
は

既
に
一
六
三
一
年
の
段
階
で
「
ト
ル
コ
に
お
い
て
毛
織
物
と
他
の
英
国
商
品
の
価
格
を
維
持
し
そ
れ
ら
の
高
い
評
価
を
保
つ
こ
と
と
、
現
地
と

当
地
で
徴
収
す
る
領
事
証
明
手
数
料
と
賦
課
金
を
確
保
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
そ
れ
か
ら
の
売
り
上
げ
と
英
国
で
の
収
益
を
高
め
る
こ
と
」
と

　
　
　
　
　
　
⑮

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
会
社
は
商
人
た
ち
の
ご
ま
か
し
を
防
ぐ
た
め
、
英
国
に
お
い
て
す
べ
て
の
商
品
を
登
録
さ
せ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
イ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ヴ
ォ
イ
ス
を
発
行
し
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
各
港
で
領
事
に
船
荷
と
照
合
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
領
事
証
明
手
数
料
そ
の
他
の
賦
課
金
を
確
実
に

徴
収
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
入
会
規
定
は
、
　
（
一
）
小
売
り
商
以
外

の
商
人
、
（
二
）
ロ
ン
ド
ン
の
商
人
の
場
合
は
自
由
民
に
限
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
入
会
金
は
二
七
才
以
下
は
二
五
ポ
ン
ド
、
二
八
才
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
五
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
自
体
は
そ
れ
程
困
難
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会

社
の
メ
ン
バ
…
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
単
な
る
出
資
者
で
あ
っ
た
株
式
組
織
の
貿
易
会
社
の
メ
ソ
バ
！
と
は
異
な
っ
て
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
は
実
際
に
商
業
活
動
を
行

っ
て
い
る
商
人
の
家
族
や
商
会
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
現
地
に
代
理
商
蜀
僧
♀
窪
を
派
遣
し
て
彼
ら
と
交
信
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ホ
ー
ル
で
入

荷
す
べ
き
毛
織
物
を
調
べ
、
輸
入
し
た
生
糸
を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
て
利
潤
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
地
域
と
そ
こ
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で
行
わ
れ
る
貿
易
の
内
容
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
意
味
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
採
用
は
勢
い
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
の
身
内
－
子
弟
や
共
同
経
営
者
一
や
現
地
の
代
理
商
か
ら
が
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

者
は
千
ポ
ン
ド
以
上
も
の
礼
金
を
支
払
っ
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
に
所
属
す
る
商
会
の
パ
…
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
購
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
地
中
海
に
出
没
す
る
海
賊
や
私
略
語
の
危
険
に
絶
え
ず
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
投
資
段
階
か
ら
利
潤
の
回

収
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
し
た
か
ら
、
少
々
の
損
害
や
投
資
で
は
揺
る
が
な
い
だ
け
の
資
金
力
を
必
要
と
し
た
。
一
六
八
○
年
頃
か
ら
様
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

事
情
に
よ
り
貿
易
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
資
本
力
の
小
さ
い
商
人
た
ち
は
淘
汰
さ
れ
て
ゆ
き
、
こ
の
結
果
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

七
七
年
の
三
七
七
名
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
転
じ
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
百
名
以
下
に
な
っ
た
。
貿
易
が
特
殊
の
情
報
と
知
識
を
必
要
と
し
、

相
当
額
の
資
金
を
不
可
欠
の
も
の
に
し
た
と
い
う
二
つ
の
理
由
が
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
と
も
い
う
べ
き
極
め
て
限
ら
れ
た
人
数
の

閉
鎖
的
な
商
人
集
団
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
世
紀
前
半
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
衰
退
の
兆
し
を
見
せ
始
め
る
と
、
メ
ン
バ
ー
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
貿
易
の
や
り
方
に
よ

っ
て
貿
易
量
を
制
限
し
て
い
る
こ
と
が
貿
易
を
阻
害
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
論
調
が
、
会
社
の
内
外
で
急
速
に
高
ま
り
始
め
た
。
こ
う
し
た
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

論
の
背
景
に
は
、
一
七
世
紀
末
以
来
の
「
よ
り
自
由
な
貿
易
」
を
求
め
る
大
き
な
流
れ
が
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
七

世
紀
末
の
英
国
で
は
、
特
許
会
社
に
よ
る
独
占
的
な
貿
易
体
制
が
攻
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
空
気
の
中
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
と

同
様
の
制
規
会
社
で
あ
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズ
や
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
は
特
権
を
失
い
事
実
上
消
滅
し
て
い
た
。
ま
た
、

株
式
組
織
で
あ
っ
た
菓
イ
ン
ド
会
社
や
、
王
立
ア
フ
リ
カ
会
社
も
部
外
者
の
貿
易
組
織
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
世
紀
に
入

っ
て
も
旧
来
と
変
わ
ら
な
い
排
他
的
な
組
織
を
保
っ
て
い
た
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
へ
の
風
当
た
り
は
、
こ
の
様
な
空
気
の
中
で
次
第
に
厳
し
い
も

　
　
　
　
　
　
⑳

の
と
な
っ
て
く
る
。

　
一
八
世
紀
中
葉
に
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
不
振
は
英
国
の
知
識
人
に
広
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
っ
た
。
一
七
四
〇
年
十
月
九
日
付
の
貿
易
管

理
委
員
o
o
日
域
ω
ω
δ
葛
誘
。
馬
宿
巴
Φ
報
告
で
は
「
そ
の
会
社
は
国
王
が
ボ
ル
ト
に
送
る
大
使
、
領
事
そ
の
他
の
そ
の
国
に
お
け
る
営
史
を
維
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近代英国のレヴァント貿易（川分）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

持
す
る
の
に
年
八
千
ポ
ン
ド
を
要
す
る
が
、
現
在
の
低
い
貿
易
水
準
で
は
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
会

社
の
独
占
的
な
体
質
こ
そ
が
、
こ
の
よ
う
な
衰
退
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
最
初
に
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
制
度
で
あ
っ
た
。
一
七
一
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
か
ら
下
院
に
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
こ
の
制
度
が
一
八
年
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
船
の
派
遣
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
不

満
を
述
べ
、
「
こ
の
よ
う
な
制
限
は
こ
の
王
国
の
羊
毛
工
業
の
交
易
の
た
め
な
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ト
ル
コ
貿

易
を
必
然
的
に
助
長
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
数
が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
批
判
さ
れ
た
。
「
ト
ル
コ

貿
易
の
大
部
分
は
ほ
ん
の
数
名
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
名
の
中
で
さ
え
、
よ
り
少
な
い
数
の
人
々
が
貿
易
に
支
配
的
な
影
響
力
を

行
使
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
物
資
の
量
が
国
内
外
で
販
路
が
不
足
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
価
格
が
不
足
な
の
か
に
合
わ
せ
て
、
自
分
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
の
利
益
次
第
で
残
り
の
人
々
が
船
を
出
す
か
出
さ
な
い
か
、
取
り
引
き
ず
る
し
な
い
か
を
制
限
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は
こ
の
よ
う
な
批
判
や
時
代
の
趨
勢
に
抗
し
き
れ
ず
、
一
七
五
三
年
に
入
会
規
定
を
緩
和
す
る
。
ま
た
こ
れ
よ
り
先
立
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
、
四
四
年
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
制
度
を
廃
止
し
た
。
入
会
規
定
の
緩
和
は
直
ち
に
功
を
奏
し
、
メ
ン
バ
ー
数
は
以
後
順
調
に
伸
び
、
一
八

世
紀
宋
に
は
四
百
名
に
達
し
、
会
社
の
最
末
期
に
は
八
百
名
を
数
え
た
。
貿
易
制
度
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
制
度
の
廃
止
後
も

同
様
の
制
度
が
続
い
た
が
、
こ
れ
も
七
〇
年
ご
ろ
か
ら
消
滅
し
て
個
人
的
な
貿
易
が
中
心
的
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
船
舶
数
は
大
幅
に
増
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
九
世
紀
に
は
年
間
六
〇
一
三
百
隻
が
英
国
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
間
を
往
来
し
て
い
る
。

（
二
）
　
ア
レ
ッ
ポ
、
イ
ズ
ミ
ル
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
独
占
区
域
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
お
よ
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ツ
ィ
ア
領
と
の
貿
易
は
、
理
由
は
解
ら
な
い
が
一
七
〇
〇
年
頃
を
境
と
し
て
会
社
の
独
占
か
ら
は
ず
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
貿
易
に
限
ら
れ
た
。

し
か
し
、
ヴ
ェ
ネ

一
八
世
紀
以
降
の
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し
か
し
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は
帝
国
領
の
全
域
で
活
発
に
貿
易
活
動
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
交
易
は
次
第
に
ア
レ
ッ
ポ
、
イ

ズ
ミ
ル
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
三
都
市
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
六
三
五
年
に
、
駐
英
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
使
は
英
国
は
広
幅
織
を
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
に
一
二
〇
〇
〇
一
一
五
〇
〇
〇
反
、
ア
レ
ッ
ポ
と
イ
ズ
ミ
ル
に
も
合
計
で
同
じ
く
ら
い
送
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
量
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

考
え
て
輸
出
さ
れ
る
毛
織
物
の
殆
ど
が
こ
の
三
都
市
で
買
価
さ
れ
て
い
た
の
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
一
六
七
〇
年
に
は
広
幅
織
の
輸
出
の
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

％
が
ア
レ
ッ
ポ
に
、
イ
ズ
ミ
ル
と
イ
ス
タ
ソ
ブ
ル
に
三
〇
％
が
送
ら
れ
て
い
る
。

　
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
最
大
の
都
市
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
毛
織
物
を
大
量
に
売
り
さ
ば
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
活
動
は
輸
出
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
ア
レ
ッ
ポ
は
、
　
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
ぞ
い
を
通
っ
て
ペ
ル
シ
ア
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
結
ぶ
キ
ャ
ラ
バ
ン
ル
ー
ト
の
地
中
海
側
の
終
点
で
あ
っ

⑳た
ゆ
こ
の
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
ル
ー
ト
を
通
る
も
っ
と
も
重
要
な
商
品
は
、
カ
ス
ピ
海
沿
岸
地
域
で
生
産
さ
れ
る
生
糸
で
あ
り
、
こ
の
交
易
が
一
六

世
紀
以
降
の
時
代
に
ア
レ
ッ
ポ
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
生
糸
の
顧
客
は
、
ヨ
ー
μ
ッ
パ
商
人
で
あ
っ
た
。
一
六
三
〇
年
代
の
中
ご

ろ
に
は
、
ペ
ル
シ
ア
で
生
産
さ
れ
る
生
糸
の
お
よ
そ
三
分
の
二
が
ア
レ
ッ
ポ
に
流
れ
込
み
、
そ
の
殆
ど
が
ヨ
i
臣
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
レ
ッ
ポ
の
後
背
地
で
は
、
生
糸
、
原
綿
が
栽
培
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
町
は
こ
う
し
た
シ
リ
ア
産
の
物
資
の
集
散
地

と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。
し
か
も
、
シ
リ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
毛
織
物
の
消
費
地
域
で
あ
っ
た
。
シ
リ
ア
で
は
地
味
な
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
も
の
が
一
般
的
な
外
出
着
と
し
て
好
ま
れ
、
ペ
ル
シ
ア
で
は
薄
手
の
明
る
い
色
の
も
の
が
好
ま
れ
た
。
一
七
世
紀
の
後
半
に
お
い
て
は
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

レ
ッ
ポ
を
通
し
て
輸
入
さ
れ
る
英
国
産
毛
織
物
の
約
半
分
が
ペ
ル
シ
ア
に
送
ら
れ
、
残
り
が
シ
リ
ア
で
消
費
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
生
産
地
で
の
ペ
ル
シ
ア
産
生
糸
の
購
入
と
、
ア
レ
ッ
ポ
へ
の
輸
送
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
に
よ
っ
て
独
占
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
ペ
ル
シ
ア

と
オ
ス
マ
ン
帝
国
間
で
は
戦
争
も
頻
繁
に
生
じ
て
お
り
、
シ
ー
ア
派
の
ペ
ル
シ
ア
商
人
と
ス
ン
ナ
派
の
ト
ル
コ
商
人
と
の
間
に
は
感
情
的
な
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
違
い
毛
起
こ
り
や
す
か
っ
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ほ
う
が
活
動
し
や
す
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
英
国
商
人
は
直
接
生
産
者
か
ら
生
癒
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

買
い
付
け
る
た
め
に
内
陸
部
に
商
館
を
置
こ
う
と
し
た
が
、
結
局
成
功
せ
ず
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
活
動
は
沿
岸
部
に
留
ま
っ
て
い
る
。
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近代英国のレヴァント貿易（川分）

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
レ
ッ
ポ
の
繁
栄
は
、
一
八
世
紀
の
中
ご
ろ
に
終
わ
り
を
告
げ
る
。
こ
れ
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
三
朝
の
滅
亡
と
ナ
デ
ィ

ー
ル
・
シ
ャ
ー
の
登
場
が
壊
滅
的
な
荒
廃
を
ペ
ル
シ
ア
に
引
き
起
こ
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
一
七
三
〇
年
に
は
、
一
六
〇
ト
ン
し
か
生
糸
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

産
さ
れ
な
か
っ
た
と
ま
で
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
ペ
ル
シ
ア
生
糸
の
交
易
は
ほ
ぼ
完
全
に
終
わ
っ
た
。
ア
レ
ッ
ポ
は
も
は
や
レ
バ
ノ
ン
山

脈
の
生
糸
や
南
シ
リ
ア
の
綿
花
な
ど
地
元
の
物
産
を
供
給
す
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。

　
ア
レ
ヅ
ポ
と
同
様
に
ペ
ル
シ
ア
産
生
糸
の
集
散
地
と
し
て
発
達
し
た
都
市
と
し
て
、
イ
ズ
ミ
ル
が
あ
る
。
イ
ズ
ミ
ル
の
発
展
は
ア
レ
ッ
ポ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
遅
れ
て
一
六
二
〇
年
頃
か
ら
始
ま
る
が
、
首
都
に
近
い
た
め
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ
り
盧
接
的
に
及
ん
で
お
り
、
ル
ー
ト
が
安
全
で
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

中
で
課
せ
ら
れ
る
通
行
税
も
小
額
で
す
ん
だ
の
で
、
早
く
も
一
七
世
紀
の
末
に
は
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易
で
ア
レ
ッ
ポ
を
凌
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
都
市
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
毛
織
物
は
大
量
に
輸
入
さ
れ
、
ペ
ル
シ
ア
に
送
ら
れ
る
他
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
中
流
階
級
向
け
に
売
り
さ
ば
か
れ

⑭た
。
イ
ズ
ミ
ル
に
は
ま
た
ア
ナ
ト
リ
ア
の
生
産
物
が
集
ま
っ
た
。
ブ
ル
サ
や
キ
オ
ス
島
な
ど
で
生
産
さ
れ
る
生
糸
、
ア
ン
カ
ラ
周
辺
の
特
産
で

あ
る
モ
ヘ
ア
、
イ
ズ
ミ
ル
の
後
背
地
の
平
野
部
で
作
ら
れ
た
原
綿
、
エ
ー
ゲ
海
の
島
や
ア
ナ
ト
リ
ア
の
沿
岸
部
で
栽
培
さ
れ
る
干
ぶ
ど
う
が
、

そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
ブ
ル
サ
付
近
の
生
糸
生
産
と
イ
ズ
ミ
ル
の
後
背
地
で
の
綿
花
栽
培
は
一
八
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
め
ざ
ま
し
く
発

展
し
、
こ
の
世
紀
の
後
半
以
降
、
ペ
ル
シ
ア
産
生
糸
に
か
わ
っ
て
イ
ズ
ミ
ル
の
主
要
な
輸
出
晶
と
な
っ
た
。

　
こ
の
三
都
市
へ
の
集
中
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
か
は
っ
き
り
と
明
示
し
て
い
る
研
究
は
な
い
。
し
か
し
、
ウ
ッ
ド
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト

会
社
や
商
人
が
貿
易
の
拡
大
よ
り
は
ト
ル
コ
へ
の
供
給
量
を
限
っ
て
安
全
に
巨
額
の
利
潤
を
得
る
ほ
う
を
好
ん
で
い
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で

　
⑰

あ
る
。
少
な
く
と
も
レ
グ
ァ
ソ
ト
会
社
は
一
六
八
三
年
以
降
は
こ
の
三
都
市
以
外
の
土
地
で
の
交
易
活
動
に
つ
い
て
は
個
々
の
商
人
に
任
せ
、

関
与
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
七
世
紀
の
後
半
に
は
英
国
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
の
毛
織
物
市
場
を
殆
ど
独
占
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
場
操
作
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
の
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
、
し
か
も
貿
易
墨
自
体
は
増
え
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
商
人
一
人
当
た
り
の
貿
易
は
増
大
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
商
人
た
ち
は
新
た
な
地
域
に
商
館
を
開
く
労
を
と
ら
な
く
て
も
十
分
に
利
益
を
あ
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
時
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を
経
る
に
つ
れ
、
ま
す
ま
す
商
人
た
ち
は
代
々
や
っ
て
き
た
ア
レ
ッ
ポ
や
イ
ズ
ミ
ル
で
の
生
糸
と
毛
織
物
の
交
換
と
い
う
業
務
に
満
足
し
、
リ

ス
ク
を
伴
う
交
易
の
拡
大
に
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
想
像
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
二
章
で
触
れ
る
よ
う
に
、
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
一
七
世
紀
の
後
半
か
ら
一
八
世
紀
の
前
半
ま
で
殆
ど
生
糸
と
毛
織
物
の
交
換
の
み

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
ま
た
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
最
も
繁
栄
し
た
時
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
と

は
ア
レ
ッ
ポ
、
イ
ズ
ミ
ル
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
お
け
る
毛
織
物
と
生
糸
の
交
易
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
も
一
口
い
過
ぎ
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　
生
糸
と
毛
織
物
の
交
易
が
振
る
わ
な
く
な
っ
た
一
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
会
社
は
貿
易
拠
点
の
増
加
に
努
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
貿
易

不
振
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
は
ギ
リ
シ
ア
で
あ
る
程
度
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ギ
リ
シ
ア
で
の
拠
点
は
テ
サ
ロ
ニ
キ
で
あ
る
。
六
〇
年

代
に
は
、
ア
レ
ヅ
ポ
、
イ
ス
タ
ソ
ブ
ル
、
そ
し
て
イ
ズ
ミ
ル
、
テ
サ
ロ
ニ
キ
両
都
市
に
送
ら
れ
た
広
幅
織
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
五
・
七
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
七
・
九
％
、
四
六
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
エ
ジ
プ
ト
で
の
貿
易
の
努
力
は
一
九
世
紀
に
な
る
ま
で
結
局
む
く
わ
れ
な
か
っ
た
。

カ
イ
ロ
に
は
一
七
、
一
八
世
紀
の
前
半
を
通
し
て
ほ
ぼ
常
時
領
事
が
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
商
人
の
保
護
権
を
巡
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
争

い
が
絶
え
間
な
く
、
貿
易
に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
産
毛
織
物
が
英
国
産
を
凌
駕
し
て
い
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は
遂
に
一
七
五
四
年
領
事
館
を

放
棄
す
る
に
い
た
る
。
エ
ジ
プ
ト
貿
易
が
重
要
に
な
る
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
央
敗
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
撤
退
以
後
で
あ
る
。

メ
フ
メ
ト
・
ア
リ
の
富
国
政
策
に
よ
っ
て
綿
花
の
生
産
量
が
急
増
す
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
綿
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
商
品

と
な
っ
て
い
く
。

③
　
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
は
外
国
人
に
よ
る
貿
易
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
ミ
ラ
ー

　
ド
の
あ
げ
る
数
値
に
よ
れ
ば
極
め
て
小
額
で
、
無
視
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

〉
■
竃
．
蜜
譜
冨
a
”
．
．
目
ぴ
Φ
H
ヨ
℃
o
雰
↓
毒
創
⑦
o
h
ド
。
頃
α
o
P
　
δ
O
O
占
2
0
、
．
b

　
質
5
℃
篇
σ
質
ω
7
①
ユ
覧
ド
U
．
夢
。
乙
。
冴
や
目
霧
◎
や
一
8
．
》
℃
℃
2
位
錠
．
く
。
一
』
魍
目
ρ
三
〇
●

　
O
・
一
穴
一
五
年
の
菊
。
罵
一
℃
8
。
冨
ヨ
ρ
鉱
8
は
、
「
全
て
の
外
国
人
だ
け
で
な

く
、
そ
の
組
織
（
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
）
に
出
入
り
の
で
き
な
い
我
が
國
の
臣
民
に

も
、
前
述
の
会
社
の
特
権
に
逆
ら
っ
て
前
述
の
物
資
（
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
方
の
物
品
）

を
持
ち
込
む
こ
と
を
一
般
に
禁
止
、
制
限
」
し
、
ま
た
外
々
船
で
の
輸
出
入
を
禁

止
し
た
。
旨
月
謀
邑
（
卿
一
．
力
曾
O
O
O
℃
㊦
弓
い
＆
こ
弱
含
ミ
題
ミ
凄
9
｝
§
ミ
望
肉
8
噛
§
ミ
鳥

b
o
§
噛
ミ
ミ
3
0
駄
o
a
㌧
δ
蕊
触
℃
や
a
b
。
1
ω
・
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近代英国のレヴァント貿易（川分）

②
　
①
で
引
用
し
た
口
。
嘱
艶
噂
8
。
『
ヨ
9
ユ
§
に
も
あ
る
よ
う
に
、
会
社
所
属
の

　
商
入
の
み
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
会
社
は
メ
ン
バ
ー
以
外

　
の
者
が
貿
易
を
行
っ
た
時
は
扱
っ
た
商
口
㎜
の
二
〇
％
の
科
料
を
と
る
権
利
を
認
め

　
ら
れ
て
い
た
。

③
株
式
会
社
か
ら
網
規
会
社
に
な
っ
た
の
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
会
社
と
合
併
す
る

　
前
後
の
一
六
世
紀
末
の
頃
で
あ
る
。
≦
o
o
9
愚
．
亀
計
　
℃
．
さ
。
ら
。
．

④
　
ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
バ
ム
、
山
村
聖
楽
訳
『
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
概
説
』
未
来
社
、
下

　
巻
、
三
八
一
頁
。

⑤
一
六
〇
〇
年
の
特
許
状
。
O
・
8
障
凄
δ
ヨ
霧
O
髪
さ
G
つ
馬
N
恥
黛
O
ぎ
ミ
ミ
砺
ミ

　
域
．
ミ
ミ
鴇
偽
G
§
鴬
ミ
§
勲
N
ご
O
心
ざ
き
〉
σ
貯
α
q
O
o
ジ
冨
窯
．
一
ミ
Q
。
」
℃
や
Q
。
O
ム
G
。
．

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
会
社
と
合
併
以
前
の
一
五
八
一
年
の
特
許
状
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

　
領
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
知
．
置
巴
匙
煽
冤
計
℃
、
旨
無
特
斜
N
罫
ミ
鷺
識
§
勲
寄
受
£
舞

　
楠
悪
饗
器
卿
b
馬
込
s
ミ
脳
題
ミ
馬
ミ
奪
碍
識
客
冬
識
s
目
漁
く
。
一
■
◎
O
「
窃
σ
q
9
く
㌧

　
一
8
摂
℃
や
“
Q
。
一
8
■

⑥
会
社
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
≦
o
o
気
長
・
ミ
‘
Ω
蜀
℃
8
『
目
を
参
照
の
こ
と
。

⑦
一
七
、
一
八
世
紀
の
領
事
体
制
に
つ
い
て
は
、
U
噛
O
・
罎
・
羅
舞
ダ
§
恥

　
O
§
§
§
～
智
　
砺
ミ
ミ
聴
…
切
や
馬
亀
急
　
O
o
蕊
自
㌃
　
」
艶
嚇
3
　
0
0
一
≡
8
二
9
3
　
H
箋
一
悔

　
℃
℃
・
り
占
α
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑧
一
六
九
〇
年
会
社
が
テ
サ
ロ
ニ
キ
に
領
事
を
置
く
こ
と
を
拒
否
し
た
時
、
副
総

　
裁
は
「
会
社
は
す
べ
て
の
領
事
館
や
商
館
の
新
設
を
、
会
社
の
主
要
部
か
ら
樹
液

　
を
吸
い
上
げ
る
枝
葉
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
≦
o
o
9
愚
・

　
鼠
計
や
一
込
。
鉾

⑨
バ
ー
パ
リ
ー
の
沿
岸
部
で
は
、
ア
ル
ジ
ェ
や
チ
．
一
ニ
ス
に
領
事
が
澱
か
れ
た
が

　
領
事
が
身
柄
を
拘
束
さ
れ
身
の
代
金
を
要
求
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
発
し
、
す

　
ぐ
に
放
棄
さ
れ
た
。
一
七
世
紀
中
葉
以
降
は
政
府
の
代
表
と
し
て
の
領
事
が
置
か

　
れ
て
い
る
。
リ
ヴ
ォ
ル
ノ
や
ヴ
ニ
ネ
ツ
ィ
ア
に
置
か
れ
て
い
た
領
宴
も
王
政
復
古

　
以
降
は
屡
王
が
維
持
し
て
お
り
、
会
社
と
は
関
係
を
も
っ
て
い
な
い
。
＆
ミ
‘

　
℃
や
①
学
①
①
■
カ
イ
ロ
で
は
領
譲
が
一
五
八
ケ
年
よ
り
一
七
五
四
年
ま
で
置
か
れ
た

　
が
、
常
時
澱
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
領
事
な
ど
が
兼
任
す

　
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
閑
、
「
O
血
審
ジ
、
、
翼
0
8
0
ロ
夢
O
し
6
凱
賦
。
・
プ
O
O
昌
。
。
巳
9
＄
ぎ

　
図
σ
q
冤
讐
貯
3
0
ミ
夢
き
鳥
一
Q
。
θ
7
8
コ
ε
二
〇
。
。
．
．
㌧
導
ミ
ミ
§
§
帆
b
嚢
馬
馬
ミ

　
戚
、
韓
酬
b
。
8
一
Φ
魔
ふ
」
℃
や
一
乗
一
・

⑩
例
え
ば
、
エ
ハ
＝
ハ
、
二
六
年
の
ザ
キ
ン
ト
ス
島
の
副
領
事
は
現
地
の
人
間
で

　
あ
る
。
≦
o
o
斜
愚
・
ミ
‘
℃
・
⑰
①
ク
レ
タ
や
ア
テ
ネ
の
領
譲
も
現
地
の
人
間
で

　
あ
る
揚
合
が
あ
っ
た
。
導
ミ
‘
℃
’
刈
ω
、
℃
．
ド

⑪
句
Φ
＆
9
・
p
§
．
ミ
“
‘
℃
．
ピ

⑫
≦
。
。
♀
曇
鼠
計
や
δ
ド

⑬
頴
＆
嘗
℃
§
ミ
‘
電
「
。
。
」
り
■

⑭
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
制
度
は
≦
o
o
食
§
．
禽
計
娼
ワ
ト
。
＝
歯
㌧
b
ρ
＜
貫

　
　
」
鳶
思
P
℃
や
一
室
占
。
。
。
。
に
詳
し
い
。
こ
れ
は
制
規
会
社
特
有
の
制
度
で
あ
る
。

　
　
ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
バ
ム
前
掲
書
三
八
一
頁
。

⑯
≦
8
α
。
§
．
ミ
■
㌔
ワ
お
メ
U
旨
く
貫
ミ
§
p
℃
」
置
．

⑯
≦
。
。
9
§
曾
ミ
‘
題
』
O
㊤
歯
一
ρ

⑰
　
U
餌
く
貫
嵐
魯
篭
Q
㌧
℃
．
駆
P
〆
＜
o
o
α
」
号
．
無
罰
唱
．
り
9
特
許
状
で
は
諺
角
。

　
旨
舞
。
障
影
部
冨
で
な
い
者
と
表
記
。
ま
た
［
六
一
…
年
の
特
許
状
で
「
ロ
ン
ド
ン
か

　
そ
の
近
郊
二
〇
マ
イ
ル
以
内
に
住
む
貴
族
か
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、
ま
た
は
シ
テ
ィ

　
の
自
由
民
」
と
定
め
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
商
人
に
限
ら
れ
た
。

⑱
】
）
碧
β
ミ
恥
意
p
題
●
O
争
⑰
“
．

⑲
等
ミ
‘
℃
ワ
O
甲
O
ω
圏

⑳
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
六
七
六
年
に
は
三
六
四
名
、
翌
年
は
三

　
七
七
名
で
こ
れ
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
う
ち
で
は
最
大
で
あ
る
。
｝
七
〇
｝
年
に

　
は
二
一
四
名
、
一
七
一
一
〇
年
の
頃
に
は
二
漢
名
前
後
に
な
っ
て
い
る
。
　
一
七
｛
一
二

　
年
頃
に
は
実
際
交
易
活
動
を
し
て
い
た
の
は
四
二
名
で
あ
っ
た
。
＆
ミ
．
㌔
b
℃
．
①
O
I

　
卜
。
い
毛
o
o
鼻
§
・
心
身
や
奪
い
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⑳
　
ρ
乏
に
ω
o
P
肉
遣
曳
§
ミ
．
恥
鼠
徳
§
ミ
母
携
ミ
㌧
ま
O
㍗
冠
濠
晒

　
℃
』
芦

⑳
》
き
ミ
こ
℃
や
ミ
悼
一
ρ
野
Q
ざ
一
い

＠
　
｝
■
国
9
ヨ
’
、
㊤
ざ
し
賛
同
象
ミ
鳶
ミ
鼠
8
0
寒
り
黒
ミ
馬
ぎ
切
紬
、
馬
獄
罫

　
○
黛
多
智
§
三
舞
℃
ピ
。
口
匹
o
P
嵩
器
M
〈
o
ド
一
℃
や
①
b
σ
．

い
。
只
δ
P
同
り
O
ρ

『
噛
§
へ
鳶
O
噌
馬
曳
馬
為
馬

⑭
　
き
ミ
こ
℃
や
窃
劇
一
㎝
Q
Q
■

⑮
　
U
即
く
一
ω
㌧
鼠
N
§
o
b
や
鼻
ρ

⑳
名
8
9
§
●
ミ
‘
や
頴
9

⑳
§
3
や
頴
刈
■

⑱
　
一
七
九
七
年
に
は
四
百
名
、
一
八
二
五
年
に
は
切
望
名
ほ
ど
に
な
っ
た
。
き
ミ
．
b

　
℃
℃
．
嶺
8
一
り
窃
■

⑳
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
制
度
の
廃
止
後
も
同
様
の
メ
イ
ン
・
シ

　
ッ
プ
旨
繊
口
ω
鉱
暢
と
い
う
制
度
が
七
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
続
い
た
と
し
て
い
る
。

　
U
碧
一
ρ
鴫
野
態
9
娼
や
一
。
。
Φ
1
⑩
・
ま
た
、
ウ
ヅ
ド
も
一
七
五
三
年
の
法
令
で
商
人

　
た
ち
は
「
別
々
に
で
も
一
緒
に
で
も
。
・
①
℃
霞
暮
。
ぞ
㊤
民
甘
一
葺
ぞ
」
貿
易
を
行
う

　
自
由
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
鋼
度
の
残
存
を

　
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
芝
o
o
鼻
。
》
ミ
‘
や
誤
N

⑳
§
職
‘
．
や
嶺
。
。
．

⑳
§
恥
‘
喝
」
b
。
ド

＠
　
P
ω
件
。
貯
賞
〇
二
〇
7
、
、
憎
。
信
噌
鐸
昌
蜜
。
鳥
9
0
山
5
0
0
ヨ
目
2
8
ユ
ロ
い
。
〈
餌
昇
…

　
国
o
o
p
o
葺
一
⑦
　
O
o
コ
。
ロ
舞
O
類
試
。
＝
o
　
箕
国
o
o
昌
。
ヨ
一
〇
晶
。
切
卯
N
蝉
巴
一
α
O
O
占
Q
o
O
O
、
、
㌔

　
切
ミ
㍉
ミ
帆
躊
　
§
　
ヒ
議
題
8
封
馬
ご
遷
さ
掻
ミ
嵩
ミ
ご
£
ミ
馬
　
糺
、
吐
ミ
§
恥
§
“
　
9
ミ
「
肉
亀

　
鱒
ミ
愚
魯
§
這
I
b
。
．
一
㊤
課
e
や
ミ
．
た
だ
し
、
ス
ト
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
こ
の
数
字

　
は
四
－
五
倍
に
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
頃
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け

　
毛
織
物
の
総
輸
出
額
は
平
均
六
千
一
六
五
〇
〇
反
位
で
あ
る
と
彼
は
推
定
し
て
い

　
る
。

⑳
）
　
き
ミ
こ
や
。
◎
O
・

⑭
U
帥
二
。
。
覧
ミ
馬
態
。
い
竈
曜
ω
？
メ

㊨
　
ア
レ
ッ
ポ
に
つ
い
て
は
近
年
次
の
よ
う
な
労
作
が
出
版
さ
れ
た
。
ア
レ
ッ
ポ
で

　
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
人
や
現
地
の
商
人
の
活
動
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
じ
q
毎
8
㌶
器
お
冨
℃
§
恥
O
ミ
偽
帖
9
窮
ミ
．
畑
蕎
無
ミ
起
肉
8
醤
9
u
職
“
b
o
｝
ミ
“
§
謡
題
帖
起

　
ミ
恥
』
ミ
職
ミ
馬
肉
蕊
讐
§
↓
、
§
ミ
篭
目
ミ
ミ
ミ
簿
馬
」
肋
貯
§
詩
吋
8
謡
s
｝
蝿
噛
壽
這
、
馬
等
。
魍

　
＆
O
O
I
N
N
団
P
ズ
9
く
曜
。
『
ぎ
ド
リ
◎
◎
◎
Q
．

⑳
　
＆
ミ
こ
や
㈹
野

⑳
　
凡
ミ
劉
、
℃
■
b
Ω
窃
一
①
・

⑳
§
野
緊
b
。
9

⑳
　
　
「
ペ
ル
シ
ア
・
ト
ル
コ
間
の
貿
易
は
そ
の
殆
ど
が
ア
．
ル
メ
ニ
ア
商
人
に
よ
っ
て

　
行
わ
れ
て
い
る
。
私
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
、
少
な
く
と
も
一
万
人
の
ア
ル
メ
ニ
ア

　
人
が
ト
ル
コ
に
住
む
。
彼
ら
は
主
と
し
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、
イ
ズ
ミ
ル
、
ア
レ
ッ

　
ポ
に
滞
在
す
る
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
に
雇
わ
れ
て
い
る
。
」
と
ハ

　
ソ
ウ
ェ
イ
は
述
べ
る
。
国
ρ
コ
譲
四
ざ
愚
’
ミ
．
㌧
〈
O
r
鮒
℃
●
瞳
．
竃
器
け
電
ρ
愚
。
日
勤

　
℃
や
◎
o
じ
。
1
◎
。
N

⑩
　
聴
器
8
お
。
特
■
9
、
こ
℃
幽
刈
ら
．

＠
　
さ
ミ
こ
や
◎
o
N

＠
　
き
ミ
こ
や
Q
。
P

⑬
　
イ
ズ
ミ
ル
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
ご
二
6
『
Z
①
o
ヨ
一
＼
、
類
6
幻
冴
o
o
暁
冨
∋
ぎ

　
H
①
◎
◎
Q
◎
山
鼠
O
．
げ
蛋
口
℃
沼
σ
｝
富
7
Φ
ユ
℃
『
U
．
離
り
霧
勘
ω
》
H
㊤
設
．
に
詳
し
い
。

⑧
冨
帥
珍
醇
ρ
愚
■
ミ
‘
や
に
。
。
．

⑯
§
3
や
b
。
。
。
・

⑯
　
賭
o
o
ヨ
静
。
》
職
、
。
㌧
℃
．
誌
9

⑰
≦
。
。
9
愚
．
ミ
‘
や
旨
『
．

⑯
　
魯
ミ
こ
℃
■
誌
◎
。
曜

⑲
　
幾
つ
か
の
商
会
は
二
、
三
代
続
い
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
り
、

　
業
務
に
熱
心
な
商
人
も
い
る
が
、
機
械
的
に
取
り
引
き
を
繰
り
返
し
て
い
る
者
も
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い
た
。
∪
帥
く
凹
ω
、
謡
鳶
慧
。
㌧
℃
℃
．
刈
卜
。
1
0
。
．

⑳
づ
δ
＆
、
ミ
・
・
ミ
‘
℃
」
O
蒔

⑪
Q
。
8
雪
6
〆
、
ざ
7
§
．
ミ
‘
や
。
。
㊤
．

㊥
　
づ
δ
o
登
。
》
職
、
；
℃
．
ω
ω
’

萄
　
勺
⑦
＆
き
㌧
愚
’
ミ
‘
や
b
。
一
“

第
二
章
　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
貿
易
額
と
貿
易
品
目
の
推
移

　
前
述
の
よ
う
に
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
貿
易
地
域
は
も
と
も
と
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
を
含
ん
で
い
た
が
、
一
八
世
紀
に
は
い
る
前
後
か
ら
ト

ル
コ
領
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
統
計
は
、
一
七
世
紀
ま
で
は
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
貿
易
と
ト
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

貿
易
の
両
方
を
含
む
も
の
と
し
て
、
一
八
世
紀
以
降
は
ト
ル
コ
貿
易
の
み
と
し
て
扱
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
最
初
に
貿
易
額
の
推
移
を
調
べ
る
。
表
一
一
三
で
は
一
七
世
紀
前
半
の
輸
出
額
が
欠
け
て
い
る
が
、
＝
ハ
ニ
O
i
六
〇
年
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

出
さ
れ
た
毛
織
物
は
六
千
反
程
度
で
一
七
世
紀
後
半
の
半
分
か
ら
三
分
の
一
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
一
七
世
紀
前
半
の
平
均
的
輸
出
額
の
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

近代英国のレヴァント貿易（川分）

表1　レヴァントからの輸入（1587－1634）

％王気

銘
M
η
1
0
詔
1
6

16，652

　　7，608

181，997

73，570

352，263

212，186

£586，886

　563，126

1，043，323

　730，782

1，e60，159

1，314，040

1587－88

1588－89

162e－21

1625－26

1629－30

1633－34

％は海外から英国への総輸入額に対する

レヴァントからの輸入額の割合を示す

1…英国の総輸入額

i…レヴァンFからの輸入額
iMiilard，　“　The　lmport　Trade　of　London

1600－40”．　appendix．

の
一
と
し
て
十
万
ポ
ン
ド
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ぼ
、
貿
易
の
推
移
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
一
七
世
紀
を
通
し
て
次
第
に
成
長
し
、

＝
ハ
六
〇
年
代
に
輸
出
が
二
〇
万
ポ
ン
ド
弱
、
輸
入
が
二
〇
1
四
〇
万
ポ
ン
ド
程
度
と
い
う
水

準
に
到
達
、
以
後
数
十
年
の
あ
い
だ
こ
の
状
態
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
一
七
三
〇
年
頃
か
ら

輸
出
入
と
も
に
減
り
始
め
て
、
少
な
く
と
も
八
○
年
代
ま
で
こ
の
状
態
は
続
い
た
。
こ
の
後
貿

易
が
完
全
に
圓
復
す
る
の
は
一
八
一
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。

　
英
国
の
海
外
貿
易
に
お
い
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
占
め
て
い
た
位
概
は
こ
の
間
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
だ
ろ
う
か
。
英
国
の
海
外
貿
易
総
額
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
額
が
占
め
る
割
合
を
調
べ

て
み
る
と
表
一
、
二
に
示
す
よ
う
に
な
る
。
一
七
世
紀
前
半
の
輸
出
と
一
九
世
紀
に
関
し
て
数

87　（563）



表2　英国の海外貿易額と対レヴァソF輸出輪入額の比
　　　較（1，000£）

年 E 1 e i　le／Eii／i

⑳
騒
略
肝
劔
5
の
興
侃
鐙
鍛
認
器
齢
鰺
蛇
L
ゆ
U
辺
α
β
昭
辺
α
5

1

路
錨
a
8
鎗
器
麗
”
器
器
辞
α
9
B
紛
腿
偽
幡
α
9
α
8
α
3
α
β
鮮
腿

姻
鵬
脳
口
細
㎜
鵬
蹴
脚
珊
取
瑚
鵬
鵬
撚
腿
蝿
鵬
6
7
醜
鵬
鵬

励
謝
脳
蹴
溺
蹴
脳
㎜
鵬
㎜
鰍
螂
撚
5
2
％
7
3
恥
8
9
3
5
m
搦
撚

獅
脚
脚
脚
螂
鰯
珊
蹴
獅
泌
船
町
鰯
餅
㎜
蹴
㎜
開
田
田
田
脚

a
臥
↓
嵐
曳
5
6
，
7
，
Z
劉
7
，
7
，
8
，
＆
臓
珪
玖
玲
三
二
凪
飽

㎜
囎
㎜
㎜
八
四
説
鰯
鰯
躍
柵
城
隔
壁
鰯
㎜
鋭
窺
備
窩
㎝
脳

2
，
6
，
臥
6
，
6
，
⑤
7
，
牝
＆
9
，
9
，
鶏
二
丁
琢
域
斌
U
η
二
二
鎗

1663，　69

1699－O1

1701－5

1706－10

1711－15

1716－20

1721－25

1726－30

1731－35

1736－40

1741－45

1746－50

1751－55

1756－60

1761－65

1766－7e

1771－75

1776－80

1781－85

1786－90

1791－95

1796－1800

E…英国から海外への総輸出額

1…海外から英圏への総輸入額

e…レヴァント向け輪出額

i…レヴァントからの輸入額

e／E，i／1は％蓑示
1663，69のi…Davis，‘‘English　Imports　from　Middle
East，　1580－1780”，　p．　202．

1669－1701のEと1…Davis，‘‘English　Foreign　Trade

1660－1700”，pp．　164－5．但し1663，　69はロンドンの1港

の数値。

他・。・Schumpeter，　Englislt　Oveγsea　Trade　Statistics

1697－1808，　pp．　17－8．

Whitworth，　State　of　tlte　Trade　of　Great　Britain　in

Its　lmf・σrts　and　Exports　Pvりgre∬勿θ1ツ加”3　the　Year

1697，pp．37－8．ウィトワースは毎年の数値を出してい

るので5年ごとに平均値を計算した。ウィトワースとシ

ュムペーターは共に貿易総監統計を使っているので数
値は一致するが、＊印のところだけ一致していない。シ

ュムペーターでは90となっている。
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値
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ
れ
を
補
足
す
る
。
先
に
、
一
七
世
紀
前
半
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け
輸
出
額
は
通
常
は
十
万
ポ
ン
ド
以
下
と
考
え
た
。

一
方
、
英
国
の
海
外
向
け
総
輸
出
額
に
つ
い
て
は
、
一
六
〇
五
一
一
四
年
は
百
一
一
三
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
一
六
四
〇
年
は
一
三
五
万
ポ
ン

　
　
　
　
　
　
⑤

ド
と
推
定
で
き
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
一
七
世
紀
前
半
に
お
い
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け
輸
出
が
総
輸
出
中
に
占
め
る
割
合
は
一
割
位
で
あ
ろ
う
。

ま
た
一
九
世
紀
に
つ
い
て
は
、
一
八
一
〇
年
代
ま
で
輸
出
、
輸
入
と
も
に
一
割
を
割
り
、
二
〇
年
代
で
は
一
－
二
％
程
度
、
一
八
四
〇
、
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

年
代
で
は
輸
出
が
四
一
六
％
、
輸
入
が
二
％
弱
と
な
る
。
表
一
、
三
と
以
上
の
補
足
を
合
わ
せ
る
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
英
国
の
海
外
貿
易
中

に
占
め
る
割
合
の
変
化
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
一
七
世
紀
前
半
は
輸
出
は
一
割
、
輸
入
で
は
三
割
位
で
あ
る
。
王
政
復
古
後
は
こ
の

割
合
は
若
干
低
下
す
る
が
そ
れ
で
も
輸
出
入
と
も
一
割
前
後
の
シ
ェ
ア
を
保
っ
て
い
る
。
だ
が
、
一
六
七
〇
－
九
〇
年
代
に
か
け
て
こ
の
割
合



近代英国のレヴァント貿易（川分）

は
低
下
し
、
一
七
〇
〇
年
前
後
に
は
輸
出
が
総
輸
出
に
占
め
る
割
合
は
三
％
前
後
、
輸
入
に
関
し
て
は
五
％
前
後
と
な
る
。
三
〇
年
代
以
降
の

貿
易
の
衰
退
期
に
は
こ
の
割
合
は
急
速
に
低
下
し
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
八
一
〇
年
代
ま
で
は
輸
出
は
一
％
以
下
、
輸
入
は
一
％
前
後
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
年
代
以
降
は
輸
出
の
割
合
は
四
i
六
％
、
輸
入
の
ほ
う
は
二
％
ま
で
回
復
す
る
。

　
つ
ま
り
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
一
七
世
紀
前
半
は
英
国
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
貿
易
部
門
で
あ
っ
た
が
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
そ
の
重
要

性
は
失
わ
れ
一
八
世
紀
後
半
に
は
全
く
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
一
九
世
紀
に
入
る
と
急
速
な
貿
易
成
長
が
生

じ
、
特
に
輸
出
に
関
し
て
無
視
で
き
な
い
比
重
を
占
め
る
ま
で
に
回
復
し
た
。

　
一
七
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
ル
イ
ス
・
ロ
バ
ー
ツ
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
を
評
し

て
「
英
国
の
ど
ん
な
会
社
と
比
べ
て
も
見
劣
り
す
る
こ
と
の
な
い
、
最
も
繁
盛
し
た
、
ま
た
國
家
に
と
っ
て
利
益
の
多
い
会
社
」
と
述
べ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
一
六
二
〇
年
代
の
毛
織
物
の
輸
出
不
況
の
お
り
に
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
の
成
長
が
英
国
経
済
を
救
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
繁
栄
し
て
い
た
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
一
七
世
紀
後
半
か
ら
次
第
に
重
要
性
を
失
っ
て
い
く
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
一
九
世
紀

に
な
っ
て
急
激
に
回
復
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

表3　レヴァント向け輸出輸入額

　　（1800－1858）

年i輸出1輸入
£199，773

　136，153

　113，258

　　57，357

　184，920

　243，894

　186，289

　369，e52

　417，158

　746，848

1，207，035

　s7s，oeo

1，205，000

2，37e，ooo

1800

工806

1807

1808

1809

1812

1816（7）

1818

1820

1824

1825

1825－27

1840－43

1854－58X

£157，450

　129，695

　　19，167

　　13，686

　101，860

　311，029

　299，241

　806，53e

　551，791

　747，738

　633，147

1，088，000

4，358，000

4，337，000

※…エジプト，ギリシアtシリア，

パレスチナ，モルダヴィア，ワラキ
アを含まない。

1800年から1825年まで…Wood，ノコ
History　of　the　LevaJtt　Co7nPany，

pp．　180，　188，　193，　194．

｛ti　・・＋Charles　lssax“i，　Tlte　Econo7nic

Historo，　of　Turhe3，　1800－1914，　p．　86．

　
開
始
期
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
持
っ
て
い
た
雷
滑
込
性
が
一
七

世
紀
後
半
以
降
次
第
に
失
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
期
英
国
の
海

外
貿
易
全
体
が
驚
異
的
に
発
展
す
る
一
方
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易

が
全
く
成
長
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
＝
ハ
六
〇
年
代
か
ら
一
七

七
〇
年
代
ま
で
に
英
国
の
海
外
貿
易
は
、
輸
出
は
六
…
七
倍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

輸
入
は
四
倍
程
度
に
成
長
し
た
。
こ
の
商
業
革
命
期
に
レ
ヴ
ァ

ン
ト
貿
易
が
最
初
は
殆
ど
成
長
せ
ず
、
後
に
は
衰
退
さ
え
し
て

い
く
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。

89　（565）



（単位；£）

あかね． ?繍胡しよう撃i解一・一薬 品 砂糖 その他 不明分 総　計

l　　　　　　　　　　　I

1，040　1　2，088

　0．61　1．1
1學11Z魂　町1警ll　ISi・191

2，295

　3．1
ハ
0
1

81

k
OI　3，141

01　4．3

1，728

　0．5

5，228

　1．5 璽1璽

73，570

　100

352，263

　　100

3，042

　1．4

2，978S，069　1212，186
　　　　　　　ロ　1．4　　　　2．41　　　　　100
　　　　　　　1

　　　1
3g，oeo　l

　g，3　1

421，000

　　1eo

58，055

@　　36

162，018

@　　100

94，072

　31
303，072

　　100

3，000

　1．0

17，000

　5．4

314，000

　　100

3，000

　0．8

16，000

　4．5

3s6，00e

　　100

26，000

　　17
152，000

　100

107，218

　　44
136，646

　　5．6

243，894

　　100

78，808

　　42

76，739

　　24
186，289

　100

111，825

　　30
149，670　1　364，052

　　401　100
120，677

　　29
123，e22

　　29
41Z158
　　100

154，412

　　21
115，993

　　16
746，848

　　10e

190，293

　　16
158．432　1　1，207，035

　　131　・100
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近代英国のレヴァント貿易（川分）

表4　レヴァントから英国への一輸入の商最構成
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162e－34一・・Millard，　“The　lmport　Tracle　of　London　1600－40’1

1663，　69，　1699－1701，　1722－24，　1752－54…Davis，　“English　lmports”．

ユ697－98，1699－1700，1812以降…Wood，　A　History　of　the　Levan彦Comψafzy。
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ge　5　英国からトルコへの輸出の商晶構成（単位：1£）
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こ
の
時
期
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
貿
易
品
目
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
貿
易
品
目

に
つ
い
て
は
、
輸
入
に
関
し
て
は
表
四
で
ほ
ぼ
筆
者
の
扱
う
全
時
期
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
輸
出

に
つ
い
て
は
一
九
世
紀
以
降
し
か
表
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
が
（
表
五
）
、
一
八
世
紀
以
前
に
関
し
て
は

毛
織
物
輸
出
額
の
表
（
表
六
）
を
参
照
す
る
こ
と
で
だ
い
た
い
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
ま
ず
、
輸

出
に
関
し
て
は
実
に
明
瞭
な
事
実
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
一
七
七
〇
年
代
ま
で
輸
出
の
八
一
九

割
が
毛
織
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
表
六
は
一
七
世
紀
に
つ
い
て
は
殆
ど
示
し
て
い
な
い

が
、
一
七
世
紀
後
半
に
一
七
〇
〇
年
前
後
と
ほ
ぼ
同
量
の
毛
織
物
輸
出
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
っ

　
　
⑨

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
て
輸
出
の
九
割
前
後
を
毛
織
物
が
占
め
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、

一
七
世
紀
前
半
に
は
英
国
の
輸
出
品
の
殆
ど
を
毛
織
物
が
占
め
て
い
る
の
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け
輸
出
に

つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
わ
れ
る
。
）

　
次
に
輸
入
を
見
る
。
初
期
に
は
輸
入
品
目
は
実
に
多
様
で
あ
っ
た
。
一
五
八
八
年
九
月
二
九
日
に
ロ

ン
ド
ン
に
帰
港
し
た
ヘ
ラ
ク
レ
ス
号
そ
の
他
計
五
隻
の
船
の
積
み
荷
の
内
容
が
解
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
は
後
に
主
力
商
品
と
な
る
生
糸
の
他
、
原
綿
、
干
ぶ
ど
う
、
綿
織
物
、
絹
織
物
、
没
食
子
な
ど
の
レ

ヴ
ァ
ン
ト
地
方
の
特
産
品
が
並
び
、
そ
の
上
イ
ン
デ
ィ
ゴ
、
胡
し
ょ
う
等
の
東
イ
ン
ド
の
産
物
が
見
ら

　
⑩

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
熱
帯
産
品
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
以
後
そ
の
手
中
に
完
全
に
移
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
一
六
二
〇
年
代
以
降
ぐ
ら
い
か
ら
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
の
特
産
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
み
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
主
に
生
系
、
干
ぶ
ど
う
、
織
物
類
、
原
綿
、
綿
糸
、
没
食
子
で

あ
る
。
特
に
生
糸
と
干
ぶ
ど
う
が
重
要
で
、
一
六
二
〇
1
六
〇
年
代
に
か
け
て
は
こ
の
両
者
の
合
計
が

輸
入
総
額
の
六
－
八
割
を
占
め
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
に
な
る
と
干
ぶ
ど
う
は
殆
ど
輸
入
さ
れ
な
く

92　（568）



近代英國のレヴァント貿易（川分）

表6　レヴァントへの毛織物輸出（額）

％年％£年％年
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畔
　
2
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塗
樽
2
1
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5
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舘
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3，056
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1794

1795

1796

1797

1798

1799
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1816

84

85

93

91
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69＊
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15＊

144，000

191，000

217，000

190，000

13s，ooe

59，191

62，732
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115，306

15，070

1697－98

1699－OO

1699－O1

1722－24

1752－54

1772

1773

1774
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1776

1790

％…レヴァント向け輸出に占める毛織物の割合。同じ年のレヴァント向け輸出で割ってある

　　が，間じ年のレヴァント向け輸出のデータがない時は（＊印），表3から相当する時期の

　　データを借りて計算した。このため，この数値はあくまで目安である。1776年について

　　は，この年の毛織物輸出額が衷3の1776－80年の平均輸出額を上回っているので，百％

　　を超えた。

1697－98，1699－00，1772以降…Wood，　op．　cit．

他…Davis，　AlePt）o・

1752－54まで…o餓cia互value
1772以降…declared　value（real　value）

な
る
。

　
干
ぶ
ど
う
貿
易
は
以
下
の
二
つ
の
理
由
か
ら
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
一
八
世
紀
に
入
る
前
後
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
が
レ
ヴ
一
・
ン

ト
会
社
の
管
轄
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
七
世
紀
レ
ヴ
ァ
ン

ト
会
社
が
輸
入
し
て
い
た
干
ぶ
ど
う
の
多
く
は
、
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
領
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ザ
キ
ン
ト
ス
島
や
ケ
フ
ァ
リ
ニ
ア
島
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
と
の
貿
易
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
統
計
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
時
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
干
ぶ
ど
う
輸
入
額
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
激
減
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
六
七
五
年
の
カ
ピ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ソ
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
に
つ
ぐ
生
産
地
で
あ
っ
た
小
ア
ジ
ア
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

干
ぶ
ど
う
、
果
物
の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
干
ぶ
ど
う
は

一
八
世
紀
に
は
ギ
リ
シ
ア
の
バ
ト
レ
な
ど
か
ら
輸
入
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

く
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
一
八
世
紀
に
は
輸
入
品
爵
は
か
な
り
限
ら
れ
た
も
の
に
な

っ
た
。
表
四
は
生
糸
、
モ
ヘ
ア
、
原
綿
、
綿
糸
の
四
品
目
が
輸
入
の
九

割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
七
世
紀
に
比
べ
て
、

干
ぶ
ど
う
の
ほ
か
、
織
物
、
没
食
子
の
輸
入
が
減
っ
て
い
る
が
、
前
者

に
関
し
て
は
一
八
世
紀
英
国
で
と
ら
れ
た
国
内
製
品
保
護
政
策
の
結
果

織
物
の
輸
入
に
高
関
税
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
よ
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う
し
、
後
者
の
ほ
う
は
何
ら
か
の
染
色
技
術
の
改
良
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
主
要
四
軽
目
の
う
ち
で
も
生
系
一
品
目
の
み
に
輸

入
が
集
中
し
て
い
る
の
が
一
八
世
紀
前
半
の
特
徴
で
あ
る
。
実
に
全
輸
入
の
七
－
八
割
が
生
糸
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
原
綿
・
綿

糸
の
輸
入
量
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
。
世
紀
後
半
に
な
る
と
情
勢
は
変
化
し
、
ま
ず
生
糸
へ
の
集
中
が
緩
和
さ
れ
、
原
綿
と
綿
糸
の
ほ
う
が

盛
り
返
し
て
き
、
次
に
干
ぶ
ど
う
が
増
え
出
す
。
こ
れ
は
、
先
の
カ
ピ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
禁
止
の
強
制
力
が
失
わ
れ
イ
ズ
ミ
ル
か
ら
の
干
ぶ

ど
う
の
輸
入
が
伸
び
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
で
は
、
一
七
七
〇
年
代
に
到
る
ま
で
毛
織
物
が
輸
出
の
八
一
九
割
を
占
め
続
け
、
一
方
で
輸
入
品
目
が
次
第
に
限
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
一
八
世
紀
に
お
い
て
は
殆
ど
生
糸
一
品
目
と
な
っ
た
。
こ
の
貿
易
品
目
の
移
り
変
わ
り
は
、
前
章
で
説
明
し
た
よ
う
な
レ
ヴ
ァ
ン

ト
商
人
の
交
易
活
動
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、
ア
レ
ッ
ポ
、
イ
ズ
ミ
ル
三
都
市
へ
の
集
中
化
の
必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
。

　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
貿
易
品
目
は
、
こ
の
貿
易
が
商
業
革
命
期
に
次
第
に
重
要
度
を
喪
失
し
て
い
っ
た
理
由
を
明
白
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。

一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
後
半
ま
で
の
百
年
余
り
の
間
に
英
国
の
貿
易
は
量
的
に
も
決
定
的
に
変
わ
っ
た
。
一
七
世
紀
前
半
の
英
国
貿
易

は
、
そ
の
殆
ど
が
一
六
世
紀
同
様
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
向
け
の
毛
織
物
輸
出
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
七
七
〇
年
代
に
な
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易

の
比
重
が
小
さ
く
な
り
、
輸
出
、
輸
入
と
も
に
ア
ジ
ア
や
新
世
界
と
の
貿
易
が
全
体
の
半
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
輸
出
の
四
分
の
三

を
占
め
て
い
た
毛
織
物
は
純
輸
出
の
四
割
強
を
占
め
る
の
み
と
な
り
、
か
わ
っ
て
様
々
な
他
の
工
業
製
品
の
輸
出
が
伸
び
た
。
そ
れ
よ
り
も
注

目
さ
れ
る
の
は
再
輸
出
の
急
速
な
成
長
で
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
輸
出
総
額
の
四
割
弱
に
相
当
す
る
ま
で
に
な
る
。
主
要
な
再
輸
出
品
は
煙
草
、

綿
製
品
、
コ
ー
ヒ
ー
、
砂
糖
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
酉
イ
ン
ド
や
ア
メ
リ
カ
、
東
イ
ン
ド
で
産
出
さ
れ
る
植
民
地
物
産
で
、
殆
ど
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
再
輸
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
植
民
地
で
は
綿
花
の
よ
う
な
英
国
の
新
興
工
業
の
原
材
料
が
生
産
さ
れ
、
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
。

　
一
方
で
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
こ
の
よ
う
な
貿
易
の
変
化
に
は
全
く
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
。
商
業
革
命
期
を
通
し
て
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
方
面
へ

の
輸
出
は
殆
ど
が
毛
織
物
で
、
植
民
地
物
産
の
再
輸
出
も
他
の
工
業
製
品
の
輸
出
も
全
く
生
じ
な
か
っ
た
。
輸
入
も
原
綿
へ
の
シ
フ
ト
は
ま
だ

生
じ
ず
、
返
っ
て
生
糸
へ
の
集
中
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
商
業
革
命
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
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近代英困のレヴァント貿易（用分）

る
。
英
国
経
済
が
飛
躍
を
遂
げ
た
時
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
重
要
性
を
喪
失
し
て
い
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
れ
ぼ
自
明
の
こ
と
で

あ
る
。

　
だ
が
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
主
要
品
目
で
あ
っ
た
毛
織
物
や
生
糸
が
商
業
革
命
以
降
の
英
国
で
は
花
形
商
品
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
そ

の
も
の
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
貿
易
の
衰
退
を
招
き
警
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
毛
織
物
輸
出
と
生
糸
の
輸
入
が
伸
び
悩

み
減
少
す
る
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
中
葉
ま
で
、
英
国
産
毛
織
物
の
輸
出
は
英
国
全
体
で
み
れ
ば
緩
や
か
で
は
あ
る
が
伸
び
続
け
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

り
、
ま
た
、
生
糸
の
輸
入
も
砂
糖
や
コ
ー
ヒ
ー
の
成
長
率
と
比
べ
れ
ば
控
え
め
で
は
あ
る
が
か
な
り
の
勢
い
で
伸
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
七

世
紀
後
半
以
降
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
の
輸
入
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
向
け
毛
織
物
の
輸
出
が
殆
ど
増
え
な
い
こ
と
と
一
八
世
紀
の
こ
れ
ら
が
減
少
す
る

こ
と
は
、
と
も
に
英
国
全
体
の
動
向
と
は
反
し
て
お
り
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
動
き
と
し
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
な
ぜ
商
業
革
命
期
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
貿
易
品
目
が
生
糸
と
毛
織
物
に
集
中
し
、
他
の
商
品
が
出
現
し
な
か
っ
た
が
問
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
表
か
ら
解
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
、
輸
入
で
は
原
綿
・
綿
糸
、
茜
、
輸
出
で
は
綿
製
品
、

砂
糖
、
鉄
・
鉄
製
品
が
主
要
品
目
と
な
っ
て
い
る
。
　
一
九
世
紀
以
降
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
急
速
に
回
復
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
貿
易

品
臼
、
特
に
原
綿
・
綿
糸
の
輸
入
と
綿
製
品
の
輸
出
の
急
成
長
が
貿
易
の
拡
大
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
表
四
、
五
）

　
一
八
世
紀
末
よ
り
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
毛
織
物
と
生
糸
の
交
換
を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら
、
綿
製
品
の

輸
出
と
そ
の
原
材
料
の
輸
入
に
重
点
を
置
い
た
も
の
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
生
糸
と
毛
織
物
の
交
換
か
ら
原
綿
の
輸
入
と
綿
製
品
の
輸
出
へ

と
い
う
貿
易
の
転
換
は
、
お
そ
ら
く
は
一
七
七
〇
年
代
以
降
生
じ
た
。
マ
ソ
ン
℃
・
鷺
霧
。
。
9
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
七
七
七
年
の
英
国
の
毛
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

物
と
綿
織
物
，
（
モ
ス
リ
ン
）
の
輸
出
額
は
、
そ
そ
れ
ぞ
れ
六
五
六
〇
〇
〇
一
六
九
一
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
だ
い
た
い
こ
の
頃
毛
織
物
と
綿
織

物
の
輸
出
量
が
均
衡
し
、
以
後
徐
々
に
綿
製
晶
の
割
合
が
毛
織
物
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
原
綿
・
綿
糸

の
輸
入
は
、
七
〇
年
代
に
は
全
輸
入
の
五
割
に
達
し
て
い
る
が
（
表
七
）
、
生
糸
の
輸
入
は
五
〇
年
代
ま
で
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
六
〇
年
代

も
五
〇
年
代
と
同
じ
く
ら
い
の
輸
入
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
七
〇
年
代
に
な
っ
て
初
め
て
原
綿
・
綿
糸
の
輸
入
量
が
生
糸
を
上
回
り
始
め
る
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表7　レヴァントからの原綿，綿糸の輸入

O．027　Schumpeter

O．029　Wood

O．018Schurnpeter

O．016Schuinpeter

O．032　XVood

O．032　XVood

％lb．年

23

嵂
蛹
ﾋ
［
＆
0
顕
a
8
11

P3

P3

S3

i　57

O．4

6．5

1．9

33

T1

42，189

29，675

　　3，809

28，000

13，050＊）

25，000

12，000

19，462

2，630＊）

1，710＊）

17．459

20，000

21，410＊・

63，441

63，510＊

93，610＊

127，800

799

24，112

7，863

13，430’S・

39，510＊・

249，271

611，547

483．136

667，279

146，340

1e6，760

598，605

　738，412

2，175，132

2，19e．027

3，227，964

4，406，892

　425，850

1，234，788

7，910，918

1620－21

1629－3e

1633－34

1663，　69

（1697

1699－O1

1722－24

1725

（1725

（1735

1750

1752－54

1755

1775

1785

1787

1789

1817

1818

1820

1822

1923

1824

1825

（）内は綿糸だけの数値…Kurmu呂，‘‘The　Cotton
　Famine　”．

＊は換算：値，レートは欄外のものを使用した。

1620－21，　29－30，　33－34＋・・11illard，　“The　lmport　Trade

　of　London”．

1663，　69，　1699－Ol，　1722－24，　1752－54…Davis，　“　English

　工mports”．

1724，　55，　75，　85，　87，　89…　1〈urmu＄．

他…WQod，　op．　cit．

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
以
降
の
レ
ヴ
ァ
ン

ト
貿
易
が
貿
易
品
目
の
変
革
を

通
し
て
急
成
長
で
き
た
の
な
ら

ば
、
な
ぜ
こ
の
変
化
は
も
っ
と

以
前
の
時
期
に
生
じ
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
英
国

で
綿
製
品
の
製
造
が
本
格
的
に

成
長
す
る
の
は
一
七
七
〇
年
以

降
で
あ
り
、
原
綿
の
輸
入
や
綿

製
品
の
輸
出
も
ま
た
こ
れ
以
降

に
急
速
に
伸
び
る
。
し
か
し
、

一
八
世
紀
前
半
に
原
綿
の
輸
入
が
伸
び
る
余
地
は
既
に
十
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
砂
糖
な
ど
の
再
輸
出
が
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
一
九
世
紀
以
降
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
と
一
八
世
紀
前
半
ま
で
の
そ
れ
を
比
較
す
る
時
、
時
代
が
異
な
る
と
は
い
え
、
一
八
世

紀
前
半
ま
で
の
貿
易
に
硬
直
し
た
も
の
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
次
章
で
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が
一
七
世
紀
後
半
以
降
生
糸
と
毛
織
物
の
交
換
に
偏
り
、
こ
の
生
糸
と
毛
織
物
の
貿
易
が
伸
び
悩
み
減
少
し

て
い
く
の
は
な
ぜ
か
を
少
し
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

①
筆
者
が
以
下
で
用
い
る
統
計
値
は
、
ミ
ラ
ー
ド
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
シ
ェ
ム
ペ
ー

　
タ
ー
、
ウ
ィ
ト
ワ
ー
ス
、
ウ
ッ
ド
の
研
究
に
よ
っ
た
。
ま
ず
一
七
搬
紀
前
半
は
ミ

ラ
ー
ド
の
統
計
を
借
用
し
た
。
ミ
ラ
ー
ド
は
、
断
続
し
て
残
存
す
る
ロ
ン
ド
ン
港

の
関
税
薄
い
8
α
o
昌
唱
。
＝
し
⇔
o
o
犀
や
、
当
為
の
霞
物
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
数
値
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近代英國のレヴァント貿易（川分）

　
を
駆
使
し
て
統
計
を
作
成
し
て
い
る
。
ミ
ラ
ー
ド
の
こ
の
統
計
は
明
ら
か
に
リ
ヴ

　
ォ
ル
ノ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
領
と
の
交
易
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
一
七
世
紀
後
半
に

　
つ
い
て
は
六
ニ
ー
三
年
、
六
八
－
九
年
の
も
の
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

　
こ
れ
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貿
易
を
含
む
。
一
六
九
七
年
以
降
に
つ
い
て
は
シ
ュ
ム
ペ

　
ー
タ
ー
も
ウ
ィ
ト
ワ
ー
ス
も
貿
易
総
監
統
計
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ト
ル
コ

　
貿
易
と
し
て
統
計
が
と
ら
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
以
降
の
統
計
は
筆
者
は
ウ
ッ
ド

　
の
も
の
を
利
用
し
た
が
、
こ
れ
も
オ
ス
マ
ン
帝
騒
と
の
交
易
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
諸
ε
騨
a
、
愚
・
ミ
．
U
9
＜
賞
　
ミ
“
態
。
ヤ
．
．
同
昌
σ
q
濠
ぴ
短
篇
唱
。
嵩
ω
坤
。
旨
停
。

　
鋒
凌
島
。
同
p
。
。
窪
　
一
q
Q
。
O
山
お
O
．
．
」
冒
　
窯
．
｝
O
o
o
ぎ
㊦
α
二
　
砺
ミ
ミ
器
軌
a
導
恥

　
肉
8
§
§
詩
遅
§
麸
ミ
導
こ
§
駄
翫
龍
笥
a
静
ピ
g
畠
。
詳
丁
零
O
（
以
下
、
、
．
二
八
一
一
昌

圃
ヨ
℃
霞
盆
、
、
㌧
と
省
略
y
．
、
国
夷
国
げ
同
。
鼠
σ
q
昌
目
茜
α
ρ
一
ま
O
山
ざ
O
、
．
」
．
．
国
轟
σ
q
野
プ

　
団
。
器
黄
門
日
盛
畠
ρ
　
ミ
O
O
ー
ミ
『
膳
、
．
●
錦
b
⇔
．
ω
3
嬬
ヨ
℃
簿
。
さ
愚
。
も
噺
帖
；
ω
搾

　
ρ
乏
置
酔
慈
。
ユ
『
⑦
α
弓
9
ミ
鴨
珍
案
馬
↓
§
§
ミ
O
篭
ミ
鳴
適
“
ミ
仙
N
、
ド
。
二
α
o
炉

　
ミ
♂
．
≦
8
9
愚
．
鼠
魯

②
ω
8
幽
§
o
鼠
。
『
§
．
ミ
‘
℃
噸
刈
①
．

③
一
七
世
紀
後
半
の
毛
織
物
輪
出
量
は
一
万
三
千
i
二
万
反
程
度
で
あ
る
。

④
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
総
裁
で
あ
っ
た
ト
マ
ス
・
ロ
ウ
は
、
一
六
二
六
年
ま
で
の

　
輸
出
額
は
年
平
均
二
鼠
万
ポ
ン
ド
位
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
一

　
七
年
・
に
は
＝
隻
の
船
が
一
入
万
ポ
ン
ド
の
、
一
二
七
年
に
は
二
隻
の
船
が
二
〇
万
ポ

　
ン
ド
の
輸
出
を
行
っ
た
と
い
う
。
タ
δ
o
鼻
愚
・
ミ
・
、
℃
誌
ω
・
し
か
し
こ
れ
ら
の
数

　
値
は
少
し
過
大
評
価
と
思
わ
れ
る
。

⑤
　
一
六
〇
五
一
一
四
年
に
つ
い
て
は
冨
鑓
胃
9
愚
。
ミ
．
も
』
刈
に
統
計
が
あ
げ

　
て
あ
る
。
一
六
四
〇
年
の
総
輸
嵐
額
は
川
北
稔
氏
の
推
定
値
。
川
北
稔
、
前
掲
書
、

　
一
三
三
頁
。

⑥
　
一
八
○
○
、
一
〇
年
代
の
英
国
の
海
外
貿
易
は
輸
出
が
五
一
〇
〇
1
六
七
〇
〇

　
万
、
輸
入
が
五
六
〇
〇
i
七
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
二
〇
年
代
で
は
そ
れ
ぞ

　
れ
、
五
千
万
、
六
六
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
四
〇
、
五
〇
年
代
で
は
輸
出
は
七
千
万
か
ら

　
一
億
を
超
過
し
、
輸
入
も
八
千
万
か
ら
一
億
五
千
万
ポ
ン
ド
に
達
す
る
。
∪
β
・
＜
一
ρ

　
§
馬
さ
ミ
N
窮
蔓
ミ
～
葡
価
q
ミ
↓
』
識
ミ
㈲
ミ
ミ
切
高
裁
客
O
竃
嚇
・
娩
ミ
出
帰
ミ
馬
馬
㌧
ピ
。
一
8
ω
8
さ

　
一
㊤
刈
ρ
℃
や
。
。
ρ
り
γ
り
ω
．
こ
の
数
値
と
表
三
を
比
較
す
る
と
だ
い
た
い
こ
の
％
と

　
な
る
。

⑦
薯
o
o
島
愚
，
ミ
‘
マ
お
■

⑧
　
以
下
の
商
業
革
命
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
絹
甘
甘
氏
の
前
掲
書
に
依
拠
し
た
。

⑨
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
輸
出
さ
れ
た
毛
織
物
は
、
一
七
世
紀
後
半
で
は
一
万
三
千
一
二

　
万
反
、
　
八
世
紀
前
半
で
は
一
四
〇
〇
〇
一
一
八
○
○
○
反
程
度
で
、
一
八
世
紀

　
に
入
っ
て
か
ら
若
干
少
な
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
殆
ど
同
程
度
で
あ
る
。
レ
ヴ
ァ

　
ソ
ト
に
輸
出
さ
れ
た
毛
織
物
の
反
数
に
つ
い
て
は
、
U
即
≦
ρ
臥
、
§
0
℃
．
愈
に

　
一
六
六
六
年
か
ら
一
七
六
五
年
ま
で
の
統
計
が
で
て
い
る
。

⑩
8
。
っ
ン
孟
蕾
p
．
、
ω
。
ヨ
①
〉
。
。
℃
①
g
ω
。
h
切
・
σ
q
冨
財
日
話
α
3
’
、
三
尉
島
δ
い
。
奏
葺

　
鼻
孔
。
ω
一
斉
8
鼻
げ
O
Φ
茸
p
【
曙
、
、
、
奪
曝
嵩
罫
ミ
詮
ミ
勘
ミ
葡
恥
虐
蝕
登
刈
ρ
お
毅
’

⑧
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
既
に
一
六
〇
三
年
に
衝
三
万
重
量
ポ
ン
ド
も
の
胡
し
ょ
う

　
を
輸
入
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
五
〇
万
か
ら
百
万
重
量
ポ
ン
ド
ほ
ど
を
輸
入
し
て

　
い
る
。
こ
の
量
か
ら
考
え
て
東
イ
ン
ド
会
社
は
一
七
世
紀
以
降
英
國
の
胡
し
ょ
う

　
貿
易
を
完
全
に
掌
握
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
に
関
し
て
も
、
二

　
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
稠
当
額
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
だ
い
た
い
こ
の
時
期
を
境
と
し

　
て
熱
帯
産
品
の
輸
入
は
ほ
ぼ
完
全
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
行
う
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と

　
判
断
さ
れ
る
。
開
曜
累
．
0
7
程
亀
崔
昼
§
鴨
肉
“
曜
ミ
客
団
犠
無
さ
ミ
ミ
O
o
尊
愚
ミ
ミ
鱒

　
ミ
q
砺
ミ
母
ミ
ミ
四
野
黛
奪
旨
焼
ミ
ー
蔑
。
審
O
§
・
・
特
ミ
ミ
旗
O
㌣
㎏
ま
9
ピ
。
鼠
9
ど

　
δ
①
伊
や
ぱ
Q
。
辱

⑫
窪
蕾
旦
愚
・
ミ
‘
℃
」
。
。
圃
1
ゆ
・

⑬
≦
。
。
鼻
号
。
ミ
‘
や
㊤
。
。
．

⑭
毛
織
物
の
輸
出
額
は
、
＝
ハ
六
〇
年
代
で
は
一
五
〇
万
、
一
七
〇
〇
年
頃
に
は

　
主
百
万
、
一
八
世
紀
中
葉
に
は
四
百
万
ポ
ン
ド
弱
、
一
七
七
〇
年
代
に
は
四
百
万

　
を
少
し
越
え
る
な
ど
こ
の
頃
ま
で
は
減
少
し
て
い
な
い
。
（
八
○
年
代
に
は
三
入
八
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万
ポ
ン
ド
と
少
し
減
少
し
て
い
る
。
）
ま
た
植
民
地
以
外
の
地
域
向
け
だ
け
で
み
て

も
、
一
八
世
紀
中
葉
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
生
糸
も
、
一
七
〇
〇
年
頃

に
は
三
五
万
ポ
ン
ド
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
が
、
七
〇
年
代
に
は
七
五
万
ポ
ン
ド
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
四
身
に
輸
出
品
目
の
上
位
五
位
ま
で
に
入
っ
て
い
る
。
∪
斜
く
賞

．
、
同
瓢
σ
Q
嵩
魯
男
。
器
茜
謬
日
量
9
㍉
霧
O
占
ざ
O
、
調
℃
ワ
お
醐
1
ρ
．
、
国
ロ
σ
q
鶴
。
。
び
男
。
お
凶
σ
q
ロ

月
冨
α
ρ
嵩
O
O
占
考
亮
、
」
℃
や
ω
O
O
…
。
。
O
。
。
．
八
○
年
代
に
つ
い
て
は
、
U
胆
く
宣
§
馬

N
9
ミ
自
無
蕊
ミ
需
ミ
ミ
ミ
帖
。
醤
ミ
・
・
職
切
憶
ミ
罫
O
ミ
ミ
防
ミ
恥
↓
ミ
§
u
や
漣
。

⑮
本
来
な
ら
原
線
と
綿
糸
は
分
け
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
統
計
で
両
者
が
一

　
緒
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
区
別
で
き
な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
本
論
で
は
ま

　
と
め
て
お
く
。

⑯
　
イ
ナ
ル
ジ
ク
の
引
用
。
璃
・
ぎ
鎮
。
郎
・
．
．
≦
剛
拓
昌
国
コ
山
国
。
芝
b
d
鼠
戸
ω
げ
O
o
ヰ
。
諺

　
Ω
O
o
留
ぎ
く
p
α
巴
夢
¢
い
①
く
p
ロ
け
鼠
p
誉
Φ
窃
、
、
、
貯
類
雄
臣
H
ω
江
田
。
讐
午
ぎ
蝉
ρ

　
巴
‘
§
馬
9
8
ミ
§
畑
導
｝
意
識
鳶
§
ミ
ミ
恥
§
乱
塾
肉
偽
ミ
§
｝
運
℃
賭
聖
く
嘱
。
擁
ぎ

　
戸
り
◎
。
8
や
。
。
♂
．
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第
三
章
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
衰
退

（一

j
　
再
輪
出
と
毛
織
物
輸
出
ー
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
へ
の
進
出
－

　
前
章
で
、
一
八
世
紀
後
半
に
な
る
ま
で
英
国
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
植
民
地
物
産
の
再
輸
出
を
殆
ど
行
い
得
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
一
八
世
紀
に
毛

織
物
の
輸
出
量
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
を
見
た
。
こ
の
原
因
は
、
一
八
世
紀
に
英
国
に
か
わ
っ
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
首
位
に
立
っ
た
フ
ラ
ン

ス
と
の
比
較
の
中
で
、
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
戸
ッ
パ
で
最
も
早
く
カ
ピ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
獲
得
し
た
国
の
一
つ
で
あ
り
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
早
く
か
ら
盛
ん
で
あ

っ
た
が
、
＝
ハ
六
〇
年
代
頃
に
は
極
度
の
不
振
に
陥
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
コ
ル
ベ
ー
ル
の
諸
改
革
は
一
七
世
紀
の
宋
ご
ろ
か
ら
急
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
効
果
を
現
し
始
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
革
命
前
夜
ま
で
成
長
し
続
け
る
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
の
貿
易
内
容
に
は
、
一
七
〇
〇
年
以
降
は
っ
き
り
と
し
た
違
い
が
現
れ
て
く
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
に
お
い
て
も
、
毛
織

物
と
生
糸
が
一
八
世
紀
前
半
ま
で
貿
易
品
目
の
首
位
を
占
め
て
い
る
の
は
変
わ
り
が
な
い
が
、
殆
ど
こ
の
二
品
目
か
ら
貿
易
が
成
り
立
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
英
国
と
は
異
な
り
、
そ
の
貿
易
品
目
は
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
か
な
り
多
様
で
あ
っ
た
。
輸
出
に
お
い
て
毛
織
物
へ
の
依
存
度
は
七
割
弱
と
高

か
っ
た
が
、
既
に
砂
糖
や
コ
ー
ヒ
ー
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
な
ど
熱
帯
産
品
の
再
輸
出
が
見
ら
れ
る
。
輸
入
は
更
に
多
様
で
、
生
糸
は
四
分
の
一
を
占
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め
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
貿
易
属
目
の
多
様
性
が
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
発
展
を
促
す
一
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ

の
後
の
貿
易
の
展
開
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
生
糸
、
毛
織
物
に
か
わ
っ
て
、
綿
花
・
綿
糸
や
染
料
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
羊
毛
の
輸
入
、
砂
糖

・
コ
ー
ヒ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・
コ
チ
ニ
ー
ル
等
の
熱
帯
産
品
の
再
輸
出
が
増
加
し
一
八
世
紀
の
末
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
全
輸
出
輸
入
額
の
五
割
を

超
過
す
る
主
力
商
品
と
な
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
に
は
毛
織
物
の
輸
出
も
一
七
七
〇
年
代
ま
で
急
速
に
伸
び
続
け
て
お
り
、
英
国
と
は

著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
一
八
世
紀
当
時
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
揚
に
は
コ
ー
ヒ
ー
や
砂
糖
な
ど
の
植
民
地
物
産
の
需
要
が
あ
り
、
毛
織

物
へ
の
需
要
も
ま
だ
ま
だ
伸
び
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
英
国
の
場
合
こ
れ
ら
の
輸
出
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
英
国
産
毛
織
物
の
輸
出
の
低
迷
は
既
に
一
七
〇
〇
年
代
か
ら
指
摘
さ
れ
始
め
て
い
る
。
一
七
〇
二
、
一
〇
年
に
は
ま
ず
イ
ズ
、
ミ
ル
で
、
二
八

　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

年
に
は
サ
ロ
ニ
カ
で
、
三
九
年
に
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、
ア
レ
ッ
ポ
、
イ
ズ
ミ
ル
で
、
英
国
産
毛
織
物
が
売
れ
残
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ま
た
一
八
年
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
が
下
院
に
提
出
し
た
陳
情
書
の
中
に
も
危
惧
の
念
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
中
で
、
当
時
の
英
国

商
人
達
は
不
振
の
原
因
を
何
に
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
「
イ
ス
タ
ソ
ブ
ル
と
ア
レ
ッ
ポ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
輪
…
入
は
年
に
約
一
万
五
千
反
で
あ
る
。
そ
し
て
両
都
市
で
は
過
去
数
年
そ
し
て
現
在
も
英
国
の
毛

　
織
物
は
売
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
量
の
フ
ラ
ン
ス
産
毛
織
物
輸
入
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
特
に
ア
レ
ッ
ポ
で
は
会
社
の
船
が
イ
ス

　
　
ケ
ソ
デ
ル
ソ
か
ら
や
っ
て
き
た
二
月
に
は
、
約
五
千
反
が
売
れ
残
っ
て
い
た
。
イ
ス
タ
ソ
プ
ル
で
は
四
千
反
、
イ
ズ
ミ
ル
で
は
三
千
反
売
れ
残
っ
て
い
る
。
」

　
　
（
一
七
三
九
年
）

　
英
国
商
人
の
危
惧
の
念
は
、
フ
ラ
ン
ス
産
毛
織
物
の
め
ざ
ま
し
い
進
出
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
後
か
ら
市
場
に
参
入
し
た
フ
ラ

ン
ス
産
毛
織
物
が
英
国
産
毛
織
物
を
凌
駕
し
得
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
第
一
に
フ
ラ
ン
ス
産
が
英
国
産
毛
織
物
よ
り
も
こ
の
地
域
の

要
求
に
適
合
し
た
品
質
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
産
毛
織
物
は
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
「
彼
ら
（
フ
ラ
ン
ス
人
）
の
庫
は
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
る
が
、
尊
く
、
軽
く
、
柔
ら
か
く
、
ト
ル
コ
人
の
好
み
を
良
く
採
り
入
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
製
造
業
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⑧

　
　
は
適
切
な
規
制
の
下
に
あ
る
の
で
品
質
を
維
持
し
て
い
る
。
」
（
ハ
ソ
ウ
ェ
イ
）

　
次
の
デ
フ
ォ
…
の
言
葉
は
、
非
常
に
身
び
い
き
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
英
国
産
毛
織
物
と
フ
ラ
ン
ス
産
毛
織
物
の
差
異
を
明
確
に
述

べ
て
い
る
。

　
　
　
「
彼
ら
（
フ
ラ
ン
ス
人
）
が
そ
こ
に
送
り
込
む
贔
物
は
確
か
に
彼
ら
の
最
高
の
品
で
は
あ
る
が
、
し
か
も
な
お
そ
の
貿
易
に
お
い
て
さ
え
彼
ら
が
は
た
し

　
　
て
我
々
を
追
い
抜
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
私
は
経
験
あ
る
人
々
に
訴
え
た
い
。
（
中
略
）
彼
ら
の
毛
織
物
の
一
事
は
英
国
の
織
物
の
一
梱
と
同
じ
目

　
方
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
市
場
に
お
い
て
そ
れ
は
同
じ
価
格
で
売
れ
る
か
ど
う
か
。
（
中
略
）
ど
こ
の
市
場
に
も
価
格
が
安
い
と
い
う
だ
け
で
品
質
の
劣

　
　
つ
た
製
品
に
甘
ん
じ
る
バ
イ
ヤ
ー
が
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
フ
ラ
ン
ス
製
の
織
物
を
買
う
だ
ろ
う
。
（
中
略
）
フ
ラ
ン
ス
の
毛
織
物

　
　
は
確
か
に
英
国
品
と
同
じ
ほ
ど
体
裁
も
良
く
、
仕
上
が
り
も
奇
麗
で
ま
た
包
装
も
良
く
、
優
れ
た
装
飾
を
施
し
て
お
り
、
色
も
見
事
で
あ
る
。
（
中
略
）
し

　
　
か
し
そ
の
実
質
は
欠
け
て
い
る
。
（
中
略
）
英
国
製
は
着
て
み
て
し
っ
か
り
し
て
い
る
上
に
な
め
ら
か
で
無
二
ま
で
丈
夫
だ
が
、
　
フ
ラ
ン
ス
製
は
着
た
感
じ

　
が
粗
く
、
軽
い
上
に
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
て
そ
し
て
す
ぐ
に
ぼ
ろ
に
な
る
。
（
中
略
）
他
方
、
英
国
の
毛
織
物
は
、
最
後
ま
で
板
の
よ
う
な
厚
み
を
失
わ
ず
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
つ
か
り
し
て
い
て
強
靱
で
、
着
古
し
て
も
な
お
一
種
の
美
し
さ
を
保
っ
て
い
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
「
薄
く
、
軽
く
、
柔
ら
か
い
」
フ
ラ
ン
ス
産
毛
織
物
は
、
ト
ル
コ
の
南
部
諸
州
の
気
候
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

近
東
で
の
要
求
を
良
く
研
究
し
、
ト
ル
コ
人
の
好
み
に
良
く
合
致
し
た
色
彩
の
織
物
を
輸
出
し
た
。
ま
た
デ
フ
ォ
ー
の
言
葉
は
、
フ
ラ
ン
ス
産

毛
織
物
が
安
価
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
製
が
英
国
製
の
毛
織
物
に
比
べ
て
安
か
っ
た
か
ど
う
か
を
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
英
国
産
毛
織
物
が
上
質
品
及

び
並
質
品
か
ら
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
中
級
品
を
専
ら
販
売
し
て
い
た
し
、
ま
た
反
物
自
体
の
長
さ
も
異
な
っ
て
お
り
、
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

純
に
価
格
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
一
般
的
に
輸
送
コ
ス
ト
、
国
内
賃
金
、
原
料
（
ス
ペ
イ
ン
産
羊
毛
）
が
英
国
に
比
べ
安
価
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

つ
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
産
毛
織
物
の
ほ
う
が
安
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
そ
れ
に
加
え
て
、
一
七
三
〇
年
代
ま

で
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
が
行
わ
れ
て
い
た
と
説
明
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
こ
れ
に
よ
り
生
じ
る
損
益
を
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
の
販
売
か
ら
得
る
利
益

で
相
殺
し
て
い
た
と
い
う
。
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こ
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
説
明
に
は
具
体
的
な
根
拠
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
的
な
要
素
を
想
定
し
た
く
な
る
ま
で
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
進
出
は
急
速
で
あ
っ
た
。
一
六
九
〇
年
頃
に
千
反
前
後
で
あ
っ
た
毛
織
物
輸
出
は
、
一
七
四
〇
年
ご
ろ
に
は
そ
の
三
〇
倍
の
三
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

反
に
も
伸
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
土
国
産
毛
織
物
の
輸
出
量
が
一
万
五
千
か
ら
二
万
反
程
度
に
安
定
し
て
お
り
殆
ど
無
変
化

な
の
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
販
売
量
の
差
異
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
の
商
人
の
貿
易
方
針
が
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
英
国
産
毛
織
物
は
そ
れ
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
一
七
世
紀
後
半
で
も
販
売
量
を
伸
ば
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は

レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
貿
易
方
針
が
常
に
貿
易
の
拡
大
を
拒
み
、
販
売
量
を
制
限
す
る
こ
と
で
値
崩
れ
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
七
三
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
販
売
や
価
格
の
統
制
が
な
く
、
そ
の
た
め
無
節
操
な
ま
で
に
毛
織
物
が
輸

　
　
　
⑮

出
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
一
八
世
紀
に
は
い
る
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
は
瞬
く
間
に
供
給
過
多
と
な
る
。
長
い
間
市
場
を
独
占
し
、
販
売
墨
の
制
限

に
よ
る
価
格
統
制
に
よ
っ
て
巨
利
を
得
て
い
た
英
国
商
人
に
は
、
こ
れ
は
到
底
戦
い
難
い
情
勢
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
供
給
過
多
に
な

れ
ば
当
然
価
格
は
暴
落
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
な
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
商
人
の
や
り
か
た
は
英
国
人
の
醸
に
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
も
写
っ
た
で
あ
ろ

う
。
一
七
〇
〇
i
三
〇
年
代
半
ば
と
い
う
時
期
は
ま
だ
英
国
の
毛
織
物
の
輸
繊
量
は
決
定
的
に
は
減
り
だ
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
時
期

こ
そ
は
、
競
争
不
在
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
英
国
の
貿
易
方
針
そ
の
も
の
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
受
け
完
全
に
時
代
遅
れ
の
も
の
に
な
っ
た
レ
ヴ

ァ
ン
ト
貿
易
の
転
換
点
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
そ
の
後
両
国
の
貿
易
の
命
運
を
決
定
的
に
分
け
た
の
は
、
貿
易
品
目
の
差
異
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
英
国
の
貿
易
品
目
の
乏
し
さ
と

フ
ラ
ン
ス
の
品
霞
の
多
彩
さ
を
比
較
す
る
と
、
両
国
の
貿
易
の
活
力
が
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
貿
易
の
活
力
が
と
り
わ
け
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
輸
入
に
お
い
て
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
は
原
材
料
供

給
地
と
し
て
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
は
常
に
輸
入
が
輸
出
を
大
き
く
上
圓
っ
て
お
り
、
こ
の
対
ト
ル
コ
の
貿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

易
赤
字
は
実
に
一
九
世
紀
以
降
も
継
続
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
貿
易
す
る
際
、
貿
易
差
額
を
金
銀
塊
や
現
金
で
持
ち
出

IQI （ro77）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
だ
。
こ
の
た
め
、
ヨ
二
二
ヅ
パ
諸
国
は
輸
入
額
を
上
回
る
輸
出
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
貿
易
の

規
模
は
ど
れ
だ
け
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
物
産
を
輸
入
で
き
る
か
で
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
英
国
の
場
合
、
｝
七
世
紀
後
半
か
ら
輸
入
品
目
が
多

様
性
を
失
い
生
糸
一
品
目
へ
極
端
に
集
中
し
始
め
た
こ
と
は
既
に
何
度
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
八
世
紀
に
生
糸
以
外
の
輸
入
品
目
を
開

拓
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
生
糸
の
輸
入
が
鈍
化
し
始

め
た
頃
に
、
始
め
は
綿
糸
、
後
に
は
綿
花
の
輸
入
が
急
増
し
、
輸
入
額
を
増
加
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
あ
り
余
る
輪
入
を
行
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
輸
出
を
も
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
限
界
に
達
し
た
毛
織
物
に
か
わ
り
、
植
民
地
物
産

の
再
輸
出
を
伸
ば
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
一
方
英
国
は
、
伸
び
悩
む
輸
入
額
に
押
さ
え
ら
れ
た
こ
と
も
原
因
し
て
、
毛
織
物
は
お
ろ
か
再

輸
出
活
動
も
儘
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

102 （578）

（
二
）
生
糸
の
輸
入

　
前
節
で
、
英
国
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
の
輸
入
を
増
や
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
貿
易
衰
退
の
一
因
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
で
は
、
英
圏

の
場
合
な
ぜ
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
輸
入
が
鈍
化
し
始
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
首
位
の
商
品
で
あ
っ
た
生
糸
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
一
八
世
紀
の
英
国
で
は
輸
入
生
糸
と
撚
糸
の
殆
ど
を
国
内
で
消

　
　
　
　
　
　
⑱

費
し
て
い
た
か
ら
、
英
国
の
絹
工
業
と
の
関
連
で
考
え
て
い
く
こ
と
で
答
え
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
英
国
の
絹
工
業
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
亡
命
し
て
き
た
ユ
グ
ノ
ー
が
伝
え
た
も
の
で
、
特
に
ナ
ン
ト
の
勅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

令
廃
止
後
亡
命
ユ
グ
ノ
ー
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
発
展
し
、
重
要
な
工
業
部
門
の
一
つ
に
成
長
し
た
。
だ
が
、
英
国
で
絹
織
物
が
本
格
的
に
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

造
さ
れ
る
の
は
一
八
世
紀
か
ら
で
あ
る
。
一
七
世
紀
以
前
の
英
国
の
絹
工
業
は
、
薄
手
の
上
質
の
絹
織
物
製
造
が
中
心
で
あ
っ
た
南
欧
の
先
進

地
域
と
比
べ
る
と
非
常
に
遅
れ
て
い
た
。
英
国
産
の
撚
糸
は
撚
り
が
甘
く
、
こ
れ
を
用
い
て
は
高
級
な
絹
織
物
は
製
造
で
き
ず
、
そ
の
た
め
混

織
や
織
り
幅
の
狭
い
リ
ボ
ン
の
製
造
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
織
物
の
ほ
か
に
、
太
い
生
糸
や
手
よ
り
糸
を
使
っ
た
様
々
な
服
飾
品
の
製
作
が
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行
わ
れ
て
い
る
。
網
ボ
タ
ン
、
ボ
タ
ン
穴
か
が
り
、
縁
飾
り
、
縫
い
と
り
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
等
で
あ
る
。
　
一
七
世
紀
ま
で
は
生
糸
は
レ
ヴ
ァ
ン

ト
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
英
国
の
こ
の
よ
う
な
下
級
織
物
や
服
飾
品
の
製
造
は
こ
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
当
時
流
行
し
て
い
た
ル
ー
ト
ス
ト
リ
ン
グ
、
ア
ラ
モ
ー
ド
絹
と
い
っ
た
光
沢
の
あ
る
薄
手
の
高
級
絹
織
物
製
造
に
は
、
細
く
太
さ

の
均
一
な
強
力
な
撚
糸
が
必
要
で
あ
っ
た
。
特
に
経
糸
に
は
強
度
と
光
沢
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
薄
絹
製
造
に
不
可
欠
の
高
級
撚
糸
は
オ
ル
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ソ
ツ
ィ
ー
ネ
。
茜
碧
N
ぎ
①
と
呼
ば
れ
、
水
力
を
使
っ
て
強
力
に
撚
り
を
か
け
て
製
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
製
法
は
一
七
世
紀
に
は
イ

タ
リ
ア
で
は
既
に
全
国
的
に
普
及
し
て
い
た
が
、
英
国
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
七
世
紀
末
に
な
る
と
英
国
で
も
こ
う
し
た
高
級
絹
織

物
の
製
造
が
始
ま
る
が
、
用
い
る
撚
糸
は
す
べ
て
輸
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
英
国
の
製
糸
技
術
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
次
の
二
つ
の
法
律
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
＝
ハ
八
九
年
に

は
「
絹
撚
糸
の
輸
入
を
減
ず
る
た
め
の
法
律
》
冥
目
簿
♂
同
魯
Φ
∪
陣
ω
8
口
嶺
σ
q
陣
鵠
α
Q
夢
①
H
8
も
。
ヰ
ρ
鉱
8
0
h
目
財
N
O
堵
昌
。
。
一
時
①
」
が
発
布
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ト
ル
コ
、
ペ
ル
シ
ア
、
東
イ
ン
ド
、
中
国
な
ど
か
ら
の
絹
撚
糸
の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
る
一
方
で
、
イ
タ
リ
ア
産
撚
糸
は
例
外
と
し
た
。
ま
た
九

三
年
に
は
「
イ
タ
リ
ア
、
シ
シ
リ
ア
、
ナ
ポ
リ
王
国
の
細
い
絹
撚
糸
輸
入
の
た
め
の
法
律
諺
φ
》
9
8
H
夢
Φ
H
壼
℃
o
冨
ρ
江
。
口
9
司
貯
Φ

犀
馬
持
P
ω
一
。
已
冨
P
茗
ゆ
噂
冨
。
。
8
罵
。
妻
嶺
ω
一
涛
Φ
」
が
発
布
さ
れ
、
　
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
の
た
め
イ
タ
リ
ア
産
絹
撚
糸
の
輸
入
が
妨
げ
ら
れ
て

い
る
当
時
の
情
勢
に
鑑
み
て
、
生
産
地
外
か
ら
の
イ
タ
リ
ア
産
撚
糸
輸
入
を
一
時
的
に
認
め
た
。
一
七
世
紀
末
の
段
階
で
は
、
英
国
の
撚
糸
製

造
は
一
定
水
準
に
達
し
て
は
い
た
が
、
イ
タ
リ
ア
産
の
高
級
撚
糸
に
匹
敵
す
る
も
の
は
ま
だ
製
造
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
七
一
七
年
ジ
ョ
ン
・
ロ
L
ム
甘
ぎ
ぴ
。
語
び
①
が
ダ
ー
ビ
ー
に
オ
ル
ガ
ン
ツ
ィ
ー
ネ
製
造
機
械
を
導
入
し
た
工
場
を
設
立
し
て
以
降
、
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

情
は
大
き
く
変
わ
り
、
英
国
で
も
上
質
の
絹
撚
糸
が
製
造
可
能
に
な
っ
た
。
ロ
ー
ム
は
水
車
を
動
力
と
し
て
生
糸
に
撚
り
を
入
れ
る
製
法
を
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

虚
し
、
こ
こ
で
造
ら
れ
る
生
糸
は
当
初
か
ら
イ
タ
リ
ア
製
を
凌
ぐ
と
さ
え
言
わ
れ
た
。
こ
の
後
オ
ル
ガ
ン
ツ
ー
イ
ネ
の
製
法
は
英
国
全
体
に
徐

々
に
普
及
し
、
あ
る
程
度
自
給
が
可
能
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
早
く
も
三
三
年
に
は
、
絹
撚
糸
業
者
が
大
蔵
省
に
イ
タ
リ
ア
、
シ
シ
リ
ア
か

ユ03 （579）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
の
編
撚
糸
の
輸
入
の
禁
止
を
求
め
て
い
る
。
古
く
か

ら
ボ
タ
ン
や
リ
ボ
ン
、
絹
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
製
造

が
盛
ん
で
あ
っ
た
コ
ン
グ
レ
ト
ン
O
o
口
σ
q
δ
8
旨
、
マ
ク

レ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
冒
碧
。
δ
ω
⇔
①
置
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ

一
七
五
二
、
五
六
年
に
撚
糸
工
場
が
設
立
さ
れ
て
い

⑳
る
。　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
英
国
で
は
一
八
世
紀
前
半
に

国
家
の
保
護
の
も
と
で
絹
織
物
工
業
の
技
術
が
向
上
し

た
。
一
方
、
こ
の
時
期
の
生
糸
輸
入
は
興
味
深
い
変
化

を
示
す
（
表
門
）
。
ま
ず
生
糸
の
総
輸
入
量
は
一
七
六
〇

年
代
ご
ろ
ま
で
四
〇
万
重
量
ポ
ン
ド
程
度
に
留
ま
る
が
、

そ
の
後
急
増
し
一
八
二
三
年
に
は
二
四
五
万
重
量
ポ
ン

ド
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
絹
撚
糸
は
一
九
世
紀
ま

で
三
〇
1
四
〇
万
重
量
ポ
ン
ド
に
留
ま
っ
て
い
て
殆
ど

増
え
な
い
。
こ
れ
は
、
一
八
世
紀
前
半
の
撚
糸
技
術
の

改
良
が
世
紀
後
半
に
な
っ
て
広
く
普
及
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
国
別
で
み
る
と
、
レ
ヴ

ァ
ン
ト
産
生
糸
は
一
七
一
〇
年
を
ピ
…
ク
と
し
て
以
降

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
か
わ
っ
て
こ
の
頃
ベ
ン
ガ
ル
産

撚糸

総計 総計

表8　英国の生糸，撚糸の輸入量（10001b）

生 糸

Kヴ・ンベ・ガル陣倒イタ・ア1他
年

82

294

269

278

231

217

214

304

302

409

36e

284

350（345）

426（414）

397（397）

339（334）

341（338）

305（303）

406（403）

441（402）
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生
糸
が
増
え
る
。
し
か
し
、
ベ
ン
ガ
ル
産
生
糸
も
四
〇
年
以
降
は
減
少
し
、
五
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
イ
タ
リ
ア
産
と
中
国
産
生
糸
の
輸
入
が
急
速

に
増
加
す
る
。
こ
れ
ら
の
生
糸
の
品
質
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
イ
タ
リ
ア
産
生
糸
は
も
っ
と
も
高
級
で
、
オ
ル

ガ
ン
ツ
ィ
ー
ネ
製
造
に
適
し
て
い
た
。
次
に
、
中
国
産
も
美
し
い
つ
や
と
輝
き
を
も
ち
、
非
常
に
細
い
高
級
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ベ
ン
ガ
ル
産
は
太
く
、
し
か
も
太
さ
が
不
均
等
で
下
級
品
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
も
ベ
ン
ガ
ル
産
と
同
程
度
で
、
こ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
は
オ
ル
ガ
ン
ツ
ィ
ー
ネ
は
製
造
で
き
な
か
っ
た
。

　
従
っ
て
、
一
七
一
〇
年
代
頃
を
境
と
す
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
産
生
糸
へ
の
シ
フ
ト
は
下
級
品
の
中
で
の
三
舎
で
あ
り
、
五

〇
年
代
を
転
機
と
す
る
イ
タ
リ
ア
産
・
中
国
産
へ
の
シ
フ
ト
は
高
級
品
志
向
化
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
価
格
的
に
見
て
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
は
べ
ン

　
　
　
　
　
　
⑳

ガ
ル
産
よ
り
高
く
、
ベ
ン
ガ
ル
産
の
輸
入
が
本
格
化
し
始
め
た
こ
の
時
期
に
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
の
輸
入
が
鈍
化
し
た
の
は
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
五
〇
年
代
に
英
国
の
各
地
で
オ
ル
ガ
ン
ツ
ィ
ー
ネ
製
造
の
工
揚
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
需
要
が
高
級
化

す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
実
は
こ
の
様
な
生
糸
の
高
級
化
志
向
は
英
国
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
絹
織
物
の
先
進
地
域
で
は
既
に
一
七
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
ら
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
の
使
用
量
が
減
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
た
だ
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
は
、
ペ
ル
シ
ア
産
や
シ
リ
ア
産
、
エ
ジ
プ
ト
産
生
糸
を
含
み
、
品
質
も
多
様
で
あ
っ
た
。
英
国
の
場
合
エ
ジ
プ
ト

と
の
取
り
引
き
は
僅
か
で
あ
っ
た
か
ら
、
ペ
ル
シ
ア
産
と
シ
リ
ア
産
生
糸
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
シ
ア
産
で
は
、
シ
ェ
ル
バ
ッ
セ
ω
げ
自
び
器
。
・
①

と
ア
ル
ダ
セ
ト
＞
a
霧
ω
卑
と
呼
ば
れ
る
二
種
の
商
品
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
前
者
は
現
地
で
は
織
工
の
生
糸
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
錦
織
に
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

用
さ
れ
る
物
で
ペ
ル
シ
ア
産
の
中
で
は
最
高
級
品
で
あ
っ
た
。
英
式
で
は
シ
ェ
ル
バ
ッ
セ
が
輸
入
の
主
流
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
当
時
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
煮
干
期
で
あ
り
、
一
七
二
二
年
に
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
を
ア
フ
ガ
ン
人
に
攻
略
さ
れ
て
こ
の
王
朝
は
事

実
上
瓦
壊
し
た
。
こ
れ
は
生
糸
の
生
産
地
帯
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
。
こ
の
地
域
は
ま
ず
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
の
争
奪
の
的
と
な
っ
て
戦
火

を
あ
び
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
ナ
ー
デ
ィ
ル
・
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
奪
回
さ
れ
た
時
期
に
お
い
て
も
搾
取
さ
れ
た
。
ハ
ン
ゥ
ェ
イ
は
四
三
年
に
カ

ス
ピ
海
沿
岸
地
域
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
当
地
の
惨
状
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
一
七
四
三
年
に
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ソ
、
四
四
年
に
シ
ラ
ス
、
ア
ス
ト
ラ
バ
ー
ド
、
　
ハ
ザ
ル
ジ
ャ
リ
ブ
で
起
き
た
暴
動
は
、
何
心
と
い
う
人
々
の
虐
殺
と
そ
の

　
地
域
の
殆
ど
全
き
せ
ん
滅
を
も
っ
て
の
み
抑
圧
し
得
た
。
（
中
略
）
彼
（
ナ
ー
デ
ィ
ル
・
シ
ャ
…
）
が
こ
の
よ
う
な
継
続
す
る
国
内
外
の
戦
争
を
維
持
す
る
た

　
め
毘
民
に
課
し
た
重
税
は
彼
ら
を
貧
困
の
極
み
に
ま
で
零
落
さ
せ
、
絶
望
に
追
い
や
り
、
何
千
も
の
人
々
に
塵
外
脱
出
の
道
を
選
ば
せ
て
い
る
。
」

　
　
　
「
ギ
ラ
ン
在
の
英
国
の
仲
買
人
が
同
様
の
試
み
（
毛
織
物
販
売
）
を
行
っ
た
時
、
彼
ら
は
町
と
周
辺
の
地
域
が
ど
ん
な
取
り
引
き
を
す
る
望
み
も
枯
れ
果

　
て
て
し
ま
う
ほ
ど
荒
廃
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
ハ
ン
ウ
ェ
イ
は
「
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
い
っ
た
い
い
か
な
る
貿
易
が
行
い
う
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
、
生
糸
産
地
の
荒
廃
が

レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
衰
退
の
一
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
一
七
三
〇
年
代
頃
よ
り
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は
ペ
ル
シ
ア
産
生
糸
よ
り
も
シ
リ
ア
産
生
糸
を
多
く
輸
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

リ
ア
産
が
輸
入
生
糸
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
リ
ア
産
生
糸
は
輸
入
さ
れ
始
め
た
時
は
ペ
ル
シ
ア
産
に
劣
る
と
言
わ
れ
た
が
、
後

に
は
も
っ
と
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
ト
ル
コ
領
内
で
は
、
シ
リ
ア
の
ほ
か
キ
プ
ロ
ス
島
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
、
ブ
ル
サ
等
で
も
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

糸
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ル
サ
産
は
最
高
の
品
質
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
国
内
で
消
費
さ
れ
て
お
り
輸
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
ペ
ル
シ
ア
産
の
シ
ェ
ル
バ
ッ
セ
が
輸
入
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
や
は
り
大
打
撃
で
あ
っ
た
。
　
一
七
二
〇
年
以
降
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト

産
生
糸
の
輸
入
の
減
少
は
、
ベ
ン
ガ
ル
産
と
の
競
合
も
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
シ
ェ
ル
バ
ッ
セ
が
ほ
と
ん
ど
輸
入
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

　
詳
し
い
研
究
が
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
生
糸
の
品
質
に
立
ち
入
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト

産
生
糸
の
輸
入
が
減
っ
た
原
因
を
以
下
の
様
に
ま
と
め
て
お
く
。

　
一
七
世
紀
ま
で
は
英
国
に
輸
入
さ
れ
る
生
糸
の
殆
ど
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
で
あ
り
、
お
も
に
一
七
世
紀
の
絹
工
業
の
中
心
で
あ
っ
た
様
々
の

服
飾
品
製
造
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
　
一
七
一
〇
年
代
に
な
る
と
よ
り
安
価
な
ベ
ン
ガ
ル
産
生
糸
の
登
場
の
た
め
輸
入
が
鈍
化
す
る
。

ま
た
、
二
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
　
一
番
高
品
質
で
あ
り
、
需
要
の
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
ペ
ル
シ
ア
産
シ
ェ
ル
パ
ッ
セ
の
輸
入
が
不
可
能
に
な
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り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
更
に
打
撃
を
受
け
た
。
ま
た
、
　
一
八
世
紀
以
降
英
園
の
絹
工
業
は
発
達
し
、
上
質
の
生
糸
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
生
糸
へ
の
需
要
は
次
第
に
減
少
し
、
代
わ
り
に
イ
タ
リ
ア
産
や
中
国
産
の
生
糸
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

（
三
）
　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
性
格
上
の
問
題
点

　
そ
れ
で
は
、
英
国
の
場
合
な
ぜ
生
糸
以
外
の
商
運
の
輸
入
が
一
七
七
〇
年
代
ま
で
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
輸
入
品
を
見
る
と
、
原
綿
が
次
代
を
担
う
最
も
有
望
な
商
品
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
に
は
、
一
七
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

1
五
〇
年
の
問
に
原
綿
の
輸
入
量
は
一
二
倍
に
も
増
え
て
い
る
。
だ
が
、
英
国
の
場
合
は
む
し
ろ
減
少
し
て
お
り
七
〇
年
代
に
な
っ
て
初
め
て

増
加
す
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
の
原
綿
輸
入
の
動
向
は
あ
る
程
度
英
国
全
体
の
動
勢
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
ず
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
英
国
全
体
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

み
て
も
原
綿
の
輸
入
は
余
り
伸
び
な
い
。
一
七
〇
〇
一
五
〇
年
の
間
で
、
わ
ず
か
に
二
倍
強
に
増
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
一
七
六

〇
年
代
の
紡
績
技
術
の
革
新
を
経
て
か
ら
初
め
て
英
国
の
原
綿
の
輸
入
は
急
増
し
始
め
る
。
こ
の
よ
う
に
一
八
世
紀
全
般
で
み
れ
ば
、
レ
ヴ
ァ

ン
ト
貿
易
は
当
時
の
英
国
の
動
勢
と
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
は
一
八
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
英
国
の
綿
工
業
は
ま
だ
ま
だ
低
水
準
に
あ
り
、
大
量
の
原
材
料
輸
入
を
必
要

と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
原
材
料
輸
入
の
伸
び
か
ら
見
れ
ば
こ
の
時
期
フ
ラ
ン
ス
が
英
国
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン

ス
綿
工
業
の
水
準
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。
　
一
八
世
紀
前
半
の
英
国
の
綿
工
業
は
、
後
半
の
発
展
か
ら
安
易
に
想
像
さ
れ
る
も
の
と
は
違
い
、

か
な
り
つ
つ
ま
し
や
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
、
英
国
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な

い
。　

し
か
し
、
も
う
少
し
細
か
な
こ
と
を
見
て
い
く
と
、
こ
の
時
期
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
の
原
綿
の
輸
入
が
減
ず
る
の
は
、
わ
ず
か
で
も
輸
入
が
増
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え
て
い
る
英
国
全
体
の
趨
勢
に
あ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
減
少
の
原
因
は
そ
れ
で
は
何
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
一
七
世
紀
に
は
、
原
綿
や
綿
糸
に
関
し
て
も
レ
ヴ
ァ
ン
ト
は
英
国
に
と
っ
て
唯
一
の
供
給
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
原
綿
の
場
合
は
既
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

七
〇
〇
年
ま
で
に
西
イ
ン
ド
産
の
輸
入
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
産
の
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
る
。
西
イ
ン
ド
か
ら
の
原
綿
の
輸
入
は
こ
の
後
順
調
に
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

び
続
け
全
体
の
三
分
の
二
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
西
イ
ン
ド
産
の
原
綿
が
英
国
の
緩
や
か
な
需
要
の
増
加
を
全
て
吸
収
し
て
し
ま

い
、
更
に
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
の
も
っ
て
い
た
シ
ェ
ア
に
も
食
い
込
ん
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
様
々
な
方
面
か
ら
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
不
振
の
原
因
を
見
て
き
た
が
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
諸
原
因
に
付
け
加
え
て
更
に
次
の

よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
英
国
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
極
め
て
著
し
い
特
徴
は
、
こ
の
貿
易
が
一
七
世
紀
の
宋
か
ら
一
八
世
紀
前
半
ま
で
の
数
十
年
間
生
糸
と
毛
織
物

の
交
換
の
み
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
間
殆
ど
貿
易
額
に
変
化
の
な
い
こ
と
も
注
目
を
引
く
。
こ
れ
ら
は
、

あ
る
程
度
英
国
商
人
の
貿
易
方
法
に
起
因
す
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
一
章
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
貿
易
方
法
と
し
て
ジ

ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
制
度
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
こ
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
を
派
遣
す
る
場
合
輸
入
を
制
限
す
る
た
め
毛
織
物
一
四
－
一
六

反
の
輸
出
に
つ
き
一
万
ト
ソ
の
輸
入
を
認
め
る
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
こ
の
様
な
規
定
が
あ
っ

た
場
合
商
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
限
ら
れ
た
ト
ソ
数
の
中
で
な
る
べ
く
利
潤
を
増
や
そ
う
と
し
て
、

重
量
当
た
り
の
価
格
が
高
い
高
価
な
商
品
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
生
糸
の
一
重
量
ポ
ン
ド
の
価
格
が
約
○

・
八
ポ
ン
ド
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
原
綿
の
そ
れ
は
○
・
〇
ニ
ー
○
・
〇
三
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
が
＝
二
六
〇
1
八
三
、

八
七
i
一
七
一
三
、
一
八
一
四
四
年
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
生
糸
へ
輸
入
が
集
中
し
た
一
因
に
こ
の
制
度
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。
ま
た
、
会
社
は
毛
織
物
・
生
糸
・
モ
ヘ
ア
以
外
の
商
晶
を
雑
商
品
O
村
○
。
。
ω
O
o
O
⊆
ω
と
呼
ん
で
、
前
三
者
と

　
　
　
　
　
　
⑲

は
区
別
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
の
本
国
向
け
の
船
荷
に
お
い
て
、
雑
商
漏
が
半
分
以
下
の
と
き
は
積
み
荷
一
ポ
ン
ド
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑳

つ
き
六
ポ
ン
ド
の
科
料
を
支
払
う
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
以
上
の
事
実
は
、
輸
入
の
希
望
が
生
糸
・
モ
ヘ
ア
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
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と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
シ
ッ
プ
制
度
は
一
七
四
四
年
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
も
同
様
の
鋼
度
が
七
〇
年
代
頃
ま
で
継
続
す
る
。
し
か
し

こ
う
し
た
制
限
的
な
貿
易
方
式
が
影
を
潜
め
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
英
国
に
向
か
う
船
舶
数
が
増
え
る
と
同
時
に
、
原
綿
や
干
ぶ
ど
う
な
ど
の
重

量
当
た
り
の
価
格
の
低
い
商
品
が
増
え
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
＝
ハ
七
〇
年
か
ら
一
八
世
紀
中
葉
ま
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
の
数
は
減
り
続
け
て
い
る
。
し
か
も
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
五
つ
の
商
会

に
よ
っ
て
貿
易
の
ほ
ぼ
半
分
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
貿
易
に
携
わ
る
人
数
が
少
な
い
以
上
、
ど
う
し
て
も
貿
易
の
ス
タ
イ
ル
は
限
ら

れ
た
も
の
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
、
大
き
な
商
会
で
は
商
人
が
二
、
三
代
に
渡
っ
て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
様
な
場
合
は
更
に
貿
易
内
容
が
固
定
化
し
て
し
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
七
五
三
年
に
入
会
規
定
の
緩
和
が
あ
り
、
そ
の
後
メ
ン
バ
ー
は
増
加
し
一
八
世
紀
末
に
は
四
百
名
に
達
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
頃
世
紀
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

半
に
貿
易
を
支
配
し
て
い
た
家
系
は
途
絶
え
、
そ
の
結
果
メ
ン
バ
ー
は
一
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
一
八
世
紀
後
半
の
何
時
ご
ろ
か
に
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は
制
限
的
な
貿
易
制
度
を
廃
止
し
、
メ
ン
バ
ー
を
一
新
し
て
新
た
な
組
織

に
変
貌
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
七
七
〇
年
代
に
生
じ
た
貿
易
品
目
の
多
様
化
は
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
努
力
の
賜
物
と
も
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
　
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
つ
い
て
は
、
服
部
春
彦
「
近
世
の
レ
ヴ
ァ
ン

　
ト
貿
易
と
フ
ラ
ン
ス
毛
織
物
」
『
西
洋
史
研
究
』
一
三
、
一
九
八
四
年
を
参
照
。

②
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
貿
易
統
計
。
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フランスからレヴァントへの輸出
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肥
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9
珊
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　27
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6．8
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8．0

2，095

5，684

　911

　744

1，451

3，849

1，716

24

P5

ｿ
a
ゆ
篇
鴨
鎗

2，416

1，528

　737

　203

　743

　735

　385

絹

原綿，綿糸

羊毛

染料
油

麦

織物
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⑧
客
①
。
旨
ひ
§
’
ミ
‘
℃
．
お
9

④
　
き
ミ
‘
勺
℃
・
這
Φ
l
N
こ
の
と
き
英
困
商
人
た
ち
は
「
マ
ル
セ
イ
ユ
が
返
い
た
め

　
に
フ
ラ
ン
ス
が
ト
ル
コ
に
物
資
を
供
給
す
る
上
で
も
っ
て
い
る
有
利
さ
」
に
つ
い

　
て
不
平
を
述
べ
て
い
る
。

⑤
服
部
春
彦
、
前
掲
論
文
、
四
四
頁
。

⑥
国
昌
毛
p
ざ
§
．
ミ
こ
く
。
ド
ド
勺
．
O
O
．

⑦
　
画
竃
3
〈
o
r
押
℃
や
経
占
。
。
．
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
達
は
こ
の
文
書
の
中
で
ジ
ェ
ネ

　
ラ
ル
．
シ
ッ
プ
の
派
遣
が
回
れ
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
述
べ
、
「
こ
の
よ
う
な
制

　
限
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ト
ル
コ
貿
易
を
必
然
的
に
奨
励
す
る
も
の
」
で

　
あ
り
、
こ
の
結
果
「
織
物
は
売
れ
残
っ
て
い
て
特
に
ア
レ
ッ
ポ
で
は
そ
う
で
あ
る

　
と
さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
で
い
る
。

⑧
き
ミ
℃
＜
9
ど
や
お
曜

⑨
　
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
、
出
川
幸
夫
、
天
川
潤
次
郎
訳
『
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
構

　
図
』
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
七
竃
年
、
一
六
五
i
七
買
。

⑩
服
都
春
彦
、
前
掲
論
文
、
四
五
頁
。

⑲
同
、
四
五
頁
。

⑫
　
同
、
四
駅
頁
。

⑬
u
物
す
ミ
§
p
や
話
ゆ
・

⑭
服
部
春
彦
、
前
掲
論
文
、
四
＝
貝
。

⑮
深
沢
克
己
氏
は
、
一
七
三
五
年
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
毛
織
物
輸
出
の
急
成
長
は

　
「
堅
実
な
情
勢
判
断
と
節
度
が
欠
け
た
」
も
の
で
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
市
場
の
供
給
過

　
剰
を
招
き
多
く
の
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
破
産
す
る
な
ど
フ
ラ
ン
ス
商
業
の
繁
栄
を

　
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
活
動
に
対
す
る
反
省

　
か
ら
フ
ラ
ン
ス
は
以
後
悶
家
に
よ
る
阪
売
統
鯛
を
五
六
年
ま
で
導
入
す
る
。
深
沢

　
克
巳
「
一
八
世
紀
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
と
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
毛
織
物
工
業
」
『
土
地
制

　
度
史
学
』
～
工
五
、
一
九
八
九
年
。

⑩
噸
。
〈
冨
件
国
ヨ
三
（
㌧
§
馬
9
瓢
§
§
い
鰹
愚
ぎ
ミ
ミ
肉
帖
ミ
§
軌
§
G
§
§
§
ミ
”

　
ド
G
。
8
占
Φ
H
Q
。
」
O
p
彫
σ
『
置
σ
q
ρ
H
㊤
Q
。
メ
や
○
。
ら
。
。

⑰
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
金
銀
塊
、
現
金
の
輸
出
を
禁
じ
て
い
た
。
U
碧
β
．
．
目
右
辺
岸

　
H
諺
も
。
ユ
ω
、
、
㌧
や
一
〇
ω
．

⑱
生
糸
と
撚
糸
の
再
輸
嵐
額
は
、
一
八
世
紀
中
葉
ま
で
は
四
1
七
万
ポ
ン
ド
、
後

　
半
で
は
一
三
万
ポ
ン
ド
弱
で
輸
入
の
一
一
二
割
弱
で
あ
る
。
U
憂
く
賞
、
、
国
富
α
q
冨
ロ

　
舅
。
冨
お
p
目
δ
9
δ
8
ー
ミ
O
O
．
、
℃
℃
唱
■
一
象
占
．
、
．
国
コ
σ
q
一
一
ω
7
蜀
。
同
鉱
σ
q
欝
爪
冠
巴
Φ

　
難
O
O
点
“
置
．
．
層
唱
㍗
ω
8
－
Q
◎
．

⑲
国
≦
窪
叢
り
§
塩
煙
ミ
三
下
幅
盗
蔓
ミ
§
9
ミ
鼠
ミ
鳶
職
§
窯
跡
O
譜
§

　
ミ
ミ
b
ミ
ミ
§
ミ
馬
ミ
M
目
。
鵠
臨
o
P
H
㊤
誌
b
で
℃
．
ω
㊤
ム
Q
。
。
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⑳
例
え
ば
、
デ
フ
ォ
ー
は
　
七
二
八
年
に
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
広
幅
絹
布
が
造

　
ら
れ
始
め
た
の
は
実
に
つ
い
二
、
三
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
」
、
「
網
製
品
は
ほ
ん

　
の
近
年
に
な
っ
て
我
々
の
も
の
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
、
三
の
リ
ボ
ン
は

　
例
外
と
し
て
、
年
間
二
百
万
ポ
ン
ド
近
く
に
も
及
ぶ
加
工
絹
の
全
て
を
外
国
か
ら

　
買
っ
て
い
た
こ
と
は
我
々
の
記
憶
に
新
し
い
。
」
と
述
べ
る
。
デ
フ
ォ
ー
、
前
掲

　
書
、
八
二
、
　
二
六
七
百
ハ
。

⑳
　
o
冨
。
σ
q
戸
。
諺
。
σ
q
賦
巴
冨
b
d
o
ざ
σ
q
器
ω
①
と
も
表
記
。
こ
の
製
造
の
歴
史
に
つ
い

　
て
は
、
○
ρ
耳
。
唱
。
蝕
い
．
．
〉
容
ま
9
0
α
q
♂
畠
。
冨
匿
σ
鵠
ρ
器
”
宣
象
臨
q
既
。
コ
ユ
霧

　
ヨ
O
ロ
一
一
コ
も
自
ぴ
ω
9
0
ρ
二
騨
び
O
δ
”
O
脇
O
鳥
餌
ロ
し
。
冨
。
◎
叫
倖
9
富
く
曾
お
餓
O
昌
o
o
O
ロ
メ
く
H
o

　
き
メ
く
談
。
ω
冨
9
0
、
”
植
」
↓
ミ
ミ
恥
馳
培
1
◎
お
鳶
．
に
詳
し
い
。
既
に
一
六
数
紀

　
に
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
地
方
で
オ
ル
ガ
ン
ツ
ィ
ー
ネ
製
造
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
技

　
術
は
一
七
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
全
土
に
広
ま
る
。
ま
た
チ
ザ
ク
チ
ャ
は
、
カ
ル
μ
・

　
ボ
ー
二
が
彼
と
の
個
人
的
な
書
簡
で
オ
ル
ガ
ン
ツ
ィ
ー
ネ
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に

　
書
い
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
「
こ
の
強
く
細
く
良
質
な
糸
…
一
六
世
紀
か
ら

　
一
八
世
紀
に
お
い
て
最
高
の
も
の
…
を
用
い
る
こ
と
で
、
イ
タ
リ
ア
人
は
そ
し
て

　
後
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
織
工
達
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
織
物
を
生
産
で
き
る
よ
う
に

　
な
っ
た
。
（
中
略
）
ト
ル
コ
産
生
糸
は
南
イ
タ
リ
ア
の
も
の
と
同
じ
く
、
緯
糸
に
使

　
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
経
糸
は
織
物
の
長
さ
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
制
作

　
中
に
切
れ
る
と
反
物
の
長
さ
に
影
響
す
る
た
め
、
丈
夫
な
も
の
が
要
求
さ
れ
た
。

　
霊
．
O
船
繰
ハ
3
℃
．
．
勺
ユ
8
鵠
冨
ε
同
国
㊤
昌
α
夢
o
b
ご
郎
「
墨
ω
三
（
一
昌
α
葛
＃
冤
“
ρ
Q
Q
ε
島
畷

　
一
落
○
暮
。
日
㊤
コ
H
＝
餌
鶉
け
瓜
巴
O
Φ
9
一
ロ
ρ
一
巻
O
占
③
8
、
、
ぎ
H
貞
」
ω
冨
∋
o
鰹
午
ぎ
餌
P

　
①
O
こ
愚
．
無
一
こ
や
鱒
器
“

⑫
　
乏
9
ヨ
①
び
§
．
職
“
．
殖
℃
．
Φ
Q
。
一
．

⑳
　
焼
ミ
3
℃
■
①
も
。
b
o
・

⑭
　
ポ
ー
二
に
よ
る
と
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ム
は
イ
タ
リ
ア
、
特
に
ピ
エ
モ
ン
テ
に
お

　
い
て
産
業
ス
パ
イ
を
行
い
、
生
命
の
危
険
を
冒
し
て
逃
亡
し
て
、
二
年
後
に
ナ
ル

　
ガ
ン
ッ
ィ
ー
ネ
製
造
機
を
英
国
に
導
入
し
た
。
℃
8
ひ
§
．
ミ
こ
や
置
謡
’

⑳
ρ
麟
甘
昌
㊦
ω
＼
、
国
謎
冨
ケ
冒
窟
。
ヨ
伊
2
㊤
巳
囲
欝
罵
窪
ω
二
見
ぎ
昏
。
爵
旨
。

　
o
剛
い
。
旨
σ
o
、
、
、
で
．
H
O
◎
9

⑳
ρ
｝
W
口
2
ド
．
．
諺
δ
ω
三
ハ
囲
鼠
戸
善
柔
ご
酔
落
巨
σ
q
ぎ
。
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艮
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O
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両
ζ
曳
艦
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国
画
無
ミ
爵
ミ
沁
恥
q
三
国
．
卜
◎
禽
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㊤
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ρ
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認
高
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⑳
妻
胃
ま
5
愚
幽
職
き
二
四
b
。
8
一
蒔
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⑱
　
チ
ョ
…
ド
リ
穴
．
累
・
Ω
旨
民
げ
β
嵩
に
よ
れ
ば
中
国
産
生
糸
の
八
分
の
一
が
オ

　
ル
ガ
ン
ツ
ィ
ー
ネ
製
造
に
適
し
て
い
た
。
残
り
は
太
く
、
シ
ェ
ル
パ
ッ
セ
に
近
い

　
品
質
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
一
七
三
三
年
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
記
録
に
は
中
国

　
産
生
糸
が
イ
タ
リ
ア
産
生
糸
の
代
用
品
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
H
（
■
累
．
Ω
蚕
¢
亀
回
璋
押
§
馬
↓
§
包
焼
9
曝
き
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箆
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ミ
馬
ぎ
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9
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罫
野
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N
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ミ
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ミ
蝿
＆
q
O
へ
ま
9
0
二
二
ぴ
ほ
α
σ
q
①
吻
一
曾
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（
以
下
8
7
0
8
養
象
剛
嶺

　
≦
。
二
島
と
略
y
唱
．
ω
畠
ふ
い

⑳
ベ
ン
ガ
ル
産
生
糸
の
品
質
の
悪
い
原
因
は
、
現
地
で
の
未
熟
な
操
糸
技
術
で
あ

　
つ
た
。
し
か
し
、
束
イ
ン
ド
会
社
は
一
七
六
〇
年
に
イ
タ
リ
ア
式
の
方
法
を
導
入

　
し
た
の
で
、
最
大
の
欠
点
で
あ
っ
た
太
さ
の
む
ら
が
解
消
し
た
。
こ
の
た
め
、
一

　
九
世
紀
以
降
輸
入
が
急
増
し
た
。
…
七
九
六
年
東
イ
ン
ド
会
社
の
幹
部
は
ベ
ン
ガ

　
ル
産
生
糸
が
適
切
な
太
さ
に
操
糸
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
オ
ル
ガ
ン
ツ
ィ
ー
ネ
の

　
製
造
が
可
能
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
タ
δ
ヨ
。
び
§
「
ミ
↓
℃
や
ω
。
。
引
田
．

⑭
§
斜
や
。
。
刈
。
。
．

⑳
　
両
者
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
調
べ
た
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
、
ペ
ル

　
シ
ア
産
生
糸
の
価
格
と
、
チ
ョ
…
ド
リ
の
調
べ
た
ベ
ン
ガ
ル
産
の
を
比
較
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
後
者
が
安
い
。
∪
ρ
≦
9
ミ
§
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℃
や
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や
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影
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丸
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ダ
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㌧
℃
払
O
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ゆ
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富
㌧
箆
酔
態
Q
、
や
黍
伊
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⑱
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∪
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累
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日
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始
愚
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‘
や
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。
。
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⑪
服
部
春
彦
、
前
掲
論
文
、
四
〇
頁
。

＠
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
統
計
か
ら
計
算
す
る
と
、
一
七
〇
〇
一
〇
四
年
の
原
綿
の

　
輪
入
量
は
平
均
一
四
三
万
璽
量
ポ
ン
ド
、
五
〇
一
五
四
年
の
そ
れ
は
三
ニ
ニ
万
重

　
量
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
ω
魯
唱
日
℃
①
9
5
愚
．
ミ
■
”
娼
℃
’
銀
凸
．

㊥
　
一
七
〇
〇
年
当
時
の
西
イ
ン
ド
産
原
綿
の
輸
入
額
は
二
万
三
千
ポ
ン
ド
。

　
∪
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昌
σ
Q
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ヴ
閃
。
話
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際
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O
O
占
ミ
心
．
、
”
唱
．
。
。
〇
一
．

⑧
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⑯
　
生
糸
の
価
格
は
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
｝
八
世
紀
末
ま
で
一
重
量
ポ
ン
ド
当
た
り

　
○
．
七
－
一
・
○
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
一
七
世
紀
に
つ
い
て
は
ミ
ラ
ー
ド
、
一
八
世

　
紀
に
つ
い
て
は
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
か
ら
換
算
し
た
。
原
綿
の
価
格
に
つ
い
て
は
正

　
確
に
は
解
ら
な
か
っ
た
。
ウ
ッ
ド
が
用
い
て
い
る
レ
…
ト
は
原
綿
、
綿
糸
を
合
わ

　
せ
て
計
算
し
て
い
る
も
の
で
、
○
・
〇
一
一
九
か
ら
○
・
〇
三
二
で
あ
る
。
シ
訊
ム

　
ベ
ー
タ
ー
か
ら
換
算
し
た
も
の
は
原
綿
の
み
で
、
○
・
〇
一
六
か
ら
○
・
O
二
七

　
で
あ
る
。

⑯
∪
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⑭
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ミ
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や
お
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㊥
き
ミ
ニ
℃
℃
』
少
鎗
●
も
っ
と
も
新
メ
ン
バ
ー
達
は
入
れ
替
わ
り
が
激
し
く
、
過

　
去
の
商
人
達
の
よ
う
な
緊
密
な
集
団
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

勧
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
入
会
規
定
の
緩
和
以
降
の
数
十
年
闘
貿
易
が
最
低
の
水
準
に
あ

　
つ
た
と
し
て
、
新
メ
ソ
パ
ー
の
参
加
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
を
改
善
す
る
も
の
で
は

　
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
確
か
に
一
七
五
〇
－
八
○
年
代
ま
で
は
貿
易
額
は
最
低

　
値
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
噛
し
た
い
の
で
は
貿
易
額
で
は
な
く
貿
易
品
目

　
で
あ
る
。
貿
易
の
自
由
化
は
直
ち
に
貿
易
の
改
警
に
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い
が
、

　
貿
易
品
目
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
間
接
的
に
一
九
世
紀
以
降
の
貿
易
額
の
増
加
に

　
つ
な
が
っ
て
い
く
と
し
た
い
。

ユ12　　（588）

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
一
八
世
紀
に
お
け
る
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
動
向
と
そ
の
衰
退
の
原
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト

貿
易
の
衰
退
の
直
接
の
原
因
は
そ
の
主
力
商
品
で
あ
っ
た
毛
織
物
と
生
糸
の
取
り
引
き
量
の
減
少
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
が

一
七
世
紀
の
後
半
か
ら
こ
の
二
つ
の
商
品
に
集
中
し
て
い
っ
た
こ
と
と
、
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
新
た
な
商
品
を
な
か
な
か
見
出
し
え
な
か

っ
た
こ
と
と
は
、
同
じ
一
つ
の
理
由
、
す
な
わ
ち
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
性
格
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。



近代英国のレヴァント貿易（川分）

　
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
と
同
じ
よ
う
な
経
緯
を
経
て
設
立
さ
れ
た
も
の
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
あ
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
当
初
は
メ
ン
バ
ー
も
重
な
っ
て
お
り
、
議
事
録
も
同
じ
ノ
ー
ト
を
使
用
す
る
な
ど
殆
ど
同
じ
会
社
で

あ
っ
た
。
し
か
も
特
許
状
の
表
現
の
曖
昧
さ
か
ら
、
貿
易
地
域
の
限
界
が
両
会
社
と
も
は
っ
き
り
し
て
い
ず
、
境
界
部
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
な
ど

で
は
独
占
権
が
ど
ち
ら
に
所
属
す
る
か
を
巡
り
度
々
紛
争
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
束
イ
ン
ド
会
社
が
交
易
地
域
を
次
第
に
拡
大
し

申
近
東
か
ら
中
国
ま
で
の
実
に
広
大
な
範
囲
を
そ
の
射
程
に
お
さ
め
た
の
に
対
し
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
は
当
然
そ
の
独
占
の
対
象
で
あ
っ
た
は

ず
の
エ
ジ
プ
ト
や
ア
ラ
ビ
ア
半
島
ま
で
東
イ
ン
ド
会
社
に
譲
り
渡
し
、
ア
ナ
ト
リ
ア
と
シ
リ
ア
の
数
歯
で
の
貿
易
に
満
足
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
傘
下
の
地
域
が
英
国
と
の
経
済
関
係
を
深
め
て
い
く
一
方
で
、
ト
ル
コ
本
土
と
英
国
の
結
び
つ
き
は
一
九
世
紀

に
入
る
ま
で
決
定
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
貿
易
の
成
長
は
、
貿
易
相
手
地
域
の
市
場
、
原
材
料
供
給
地
と
し
て
の
潜
在
能
力
に
左
右
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
市
場
・
供
給
地
と
し
て
の
能
力
は
そ
の
地
域
の
地
理
的
環
境
や
そ
こ
に
あ
る
国
家
の
諸
産
業
へ
の
介
入
の
有
り
様
が
規
定
す
る

も
の
で
あ
る
一
方
、
貿
易
を
求
め
る
側
が
常
に
開
拓
し
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
。
英
国
の
帝
国
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し
て
い
く
上
で
、
英

国
の
各
地
域
へ
の
接
近
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
、
す
な
わ
ち
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ
た
貿
易
の
あ
り
か
た
を
再
調
査
す
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
英
国
の
場
合
そ
の
海
外
連
出
の
や
り
か
た
は
実
に
様
々
で
あ
っ
た
。
自
由
に
貿
易
が
行
わ
れ
た
地
域
が
あ
り
、
独
占
の
形
態
を
と
っ
た
地
域

が
あ
っ
た
。
独
占
会
社
の
形
態
も
、
制
規
会
社
、
株
式
会
社
の
違
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
も
個
々
の
会
社
の
歴
史
は

異
な
っ
て
い
る
。
貿
易
の
開
始
さ
れ
た
時
期
、
自
由
化
が
行
わ
れ
た
時
期
、
廃
止
さ
れ
た
時
期
に
は
差
異
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
海
外
進
出
の

方
法
の
違
い
は
、
ま
た
こ
れ
を
行
っ
た
商
人
達
の
差
異
は
、
各
地
域
と
英
国
経
済
の
結
び
つ
き
の
強
度
を
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
英
国
経

済
へ
の
従
属
の
性
格
を
変
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
で
は
、
特
許
会
社
は
前
近
代
的
な
商
業
資
本
の
象
徴
と
し
て
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
の
で
、
実
証
研
究
が
非
常
に
不
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足
し
て
い
る
。
し
か
し
、
様
々
の
形
態
が
あ
っ
た
特
許
会
社
を
ひ
と
ま
と
め
に
扱
っ
て
、
同
じ
評
価
を
下
す
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、

大
英
帝
国
の
成
立
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
英
国
の
海
外
進
出
を
最
初
に
果
た
し
た
特
許
会
社
が
そ
の
後
の
貿
易
に
残
し
た
足
跡
を
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
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学
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A　Study　of　the　Marriage　of　the　Non－Chinese

Nation　from　the　Northern　Dynasties　to　the

　　　　　　　　　　Sui　and　Tang　Dynasties

by

OsABE　Yoshihiro

　　One　of　the　notable　things　about　the　political　history　from　the　nortltern

dynasties　to　the　Sui　and　Tang　dynasties　is　the　process　of　the　cooperation

and　the　national　integration　between　the　Xianbei鮮卑　nation，　who

organized　an　army　with　founded　the　Northern　Wei　dynasty，　and　the

Chinese　who　were　conquered　by　the　Xianbei　nation　and　gradually

participated　in　the　government　as　bureaucrats．　Although　their　cooperation

and　integration　was　greatly　abetted　by　the　policies　of　Xiaowen－di孝文

crf，　all　problems　were　not　solved　in　a　slngle　stroke．　After　the　revolt　at

the　end　of　the　Northern　Wei　dynasty，　their　relationship　became　closer．

　　Since　the　author　takes　marriage　between　these　two　nations　as　having

been　the　most　effective　means　of　ackieving　cooperation　and　integration，

he　analyzes　several　cases　of　marriage　in　order　to　shed　light　on　the

structure　at　that　time．

The　English　Levant　Trade　and　lts　Decline

　　　　　　　　in　the　Eighteenth　Century

by

KAwAwAKE　Keiko

　　English　trade　overseas　grew　rapidly　from　tke　1660s．　The　English

Levant　trade，　however，　began　to　stagnate　and　decline　during　the　18th

century，　contrary　to　other　trends．　ln　this　essay，　the　author　discusses

the　stagnation　and　decline　of　the　Levant　trade　during　the　English

commercial　revolution　as　well　as　the　various　causes　whick　precipitated

this　phenomenon．　The　author　explains　how　the　Levant　Company　operated

its　trade　monopoly．　She　provides　statistics　concerning　Levant　trade　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（641）



order　to　clarify　the　volume　and　content　of　the　trade　coRducted　as　well

as　its　eventual　transition．　Most　trading　during　the　commercial　revolution

consisted　of　barteying　English　cloth　for　raw　silk　in　the　three　cities　of

Istambul，　Aleppo　and　lzmir．　Thus，　the　English　’Levant　trade　depended

on　a　single　trading　pattern．　lt　was　natural　that　it　declined　during　the

18th　century　when　a　large　quantity　of　French　cloth　fiooded　the　Levant

狐arket　and　the　demand　for　Levant　raw　silk　decreased　in　England．　The

fact　that　the　company　was　long　controlled　by　a　handful　of　traders　who

became　increasingly　infiexibile　was　one　of　the　leading　causes　of　the

decline　of　the　Levant　trade．

（640）




